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　おとぎばなし







　むかしむかしあるところに一人の魔女がおりました。

　魔女は当時仲間達が仕えていた王家の王女を二百年眠らせ、その後異国の髪かみと眼めの色を持つ娘の継まま母ははとなりやがて姿をくらませ、最後に北の国の王おう妃ひとなりました。

　北の国には美しい王女がおりました。魔女は自分よりも美しい王女が気に入らず、彼女を城から追い出してしまいました。

　城から追い出された北の王女は、そこで異国の髪と眼の色を持つ娘と、彼女の持つ鏡に宿る二百年前の王家の王女に出会います。

　三人の娘達は三人の王子様の協力を得て、魔女と対たい峙じすることになりました。

　そしていよいよ満月の舞ぶ踏とう会かいの晩です。北の王妃としてその舞踏会に出席していた魔女はついにその正体を暴あばかれてしまいました。

　妻つまを愛していた北の国王は、三人の王子の一人、破は魔まの王子と取引をしました。北の王妃が魔女であるということを黙だまっていてもらう代わりに、《赤い森》にかけられた魔法を解とくと。

《赤い森》は魔女の森です。二百年前には偉い大だいなる王家がその王都を築いていた場所にある、魔法の森です。

　その森の、魔法が解かれる日がきたのです。

　舞踏会から一ヶ月後、ついに《赤い森》の魔法は解かれました。

　けれど同時に魔女はその行方ゆくえをくらましてしまいました。

《赤い森》に宿っていた膨ぼう大だいな魔力をその身の内に抱かかえ、魔女は、また一人になりました。







　０　森の中に猫







「おおおおおおう」

　植物学者は感激して呻うめいた。

「龍枝ローエが。龍枝ローエがこんなにも……！」

　御おん年とし八十を過ぎるご老体だが、彼はまるで恋を知ったばかりの二十代の青年のように目を輝かがやかせてその場に跪ひざまずいた。そして天を仰あおいで叫さけぶ。

「奇き跡せきだ……！」

「大げさじゃねぇか？」

　南の王子は呆あきれたように言った。

　その隣で金きん髪ぱつの娘が嬉うれしそうに笑っている。

「これで龍枝ローエが量産できるようになればいいですけど」

　彼女の優やさしげな双そう眸ぼうは晴れ渡わたった空のように青い。決して万人が美人だと認めるような顔立ちではないにしても、その笑顔は柔やわらかく見ている者を穏おだやかな気持ちにさせる不ふ思し議ぎな効こう力りよくを持っていた。

「そんなに珍めずらしいのですか？　これは」

　聞いたのは護ご衛えい役やくの将しよう校こうの一人だ。東の王子の命めいで遣つかわされた《赤い森》への先せん遣けん隊たいは、そのメンバーに南の国の王族とその婚こん約やく者しやを含んでいたために、護衛役には有能な将校が二人選ばれたのだ。

「ただの雑草にしか見えないですがなぁ」

　もう一人の髭ひげをたくわえた将校が言うと、植物学者が嚙かみ付くようにして怒ど鳴なった。

「何を言うか！」

　彼は地面に這はい蹲つくばり、まず龍枝ローエの周囲の土を採さい取しゆしているところだった。手は早くも土だらけだ。

「龍枝ローエの薬効は学会でも証明されておる。これさえあればたちどころに治る病やまいが何十とあるのだぞ！　今までは量産ができず私達も頭を抱かかえていた……だがこれを見ろ！　これを奇跡と呼ばずしてなんと呼ぶ！」

　植物学者は顔を真っ赤にして叫んだ。

　龍枝ローエが群ぐん生せいしているという事実は彼ら植物学者に衝しよう撃げきを与えた。

　植物学者の中の常識では、龍枝ローエは蛇デイ枝ーエという雑草の突然変異種だったのだ。遺い伝でんする性質も認められず、その発生の原因となる要素も特定できない。龍枝ローエは高い薬やつ効こうを持つにもかかわらずその希き少しようさによって高額で取引され、なかなか庶しよ民みんの手には渡らないのが現状だった。

　それを打破する情報を持ち込んだのがこの金髪の娘、早さ苗なえである。

　彼女は先日ひょんなことからこの龍枝ローエの群生地帯を見つけた。ヤエ商会という商会の代表でもあった彼女がそれを商売にしようと考えたのは当然のことで、早苗はその協力を東の国の王子に仰いだのだ。

「あの……何か手伝いましょうか？」

　再び地面に這い蹲り始めた老人を見かねて早苗がそう申し出たが、頑がん固こな植物学者は「結構！」とそれを突っぱねた。「素しろ人うとに触さわられて貴重な資料がなくなったら困る！」のだそうだ。「その辺に座って待っておれ！」と彼は言ってまた自分の作業に没ぼつ頭とうしてしまった。

「このじいさん放って先に行くか」

　南の王子、広ひろ兼かねは面めん倒どう臭くさそうに言った。

「広兼様」

　早苗が困ったように笑う。

　この先遣隊の目的は、龍枝ローエの群生地帯の確認と、森の奥にあるはずの塔とうの調査である。龍枝ローエに関しての詳くわしい調査は、この後正式な調査隊が派は遣けんされる予定だった。だがこの老人の熱意を見ると、しばらくこの場から動きそうにはない。

　この《赤い森》はずっと不ふ可か侵しんの地とされていた。

《赤い森》の魔女が統すべる魔法の森。

　一月前の春迎祭イビターで北の王おう妃ひの座についていた魔女の正体が明らかにされ、その代だい償しようとして《赤い森》の魔法は解とかれることとなった。北の王がどういう説得をして魔女が魔法を解くことに同意したのかはわからない。

　ともかく魔女は長年その影響力を解かなかった《赤い森》の魔法をついに解いた。春迎祭イビターから一月後、つい一週間ほど前のことである。

　魔女が行方ゆくえ不明になったのはその直後だった。北の王は全力で妻つまの行方を捜さがしているが、依然として手がかりはないらしい。

　南の王子が一介の商人の娘である早苗との婚約を発表したのはその春迎祭イビターの舞ぶ踏とう会かいだった。同時に東の王子は北の王女と、西の王子は赤い髪かみの女性との婚約を公表した。

　三人の王子が同時に婚約を発表したのはよほど衝撃的なニュースだったらしく、吟遊詩人デイヒルーは嬉き々きとして歌を作って国中でその歌を披ひ露ろうした。

　南の王子が婚約したのは灰かぶりシンデレラ。

　東の王子が婚約したのは白しら雪ゆき姫ひめ。

　西の王子が婚約したのは眠ねむり姫ひめ。

　半分が実話で半分が作り話のその歌は、今や田舎いなかの娘達の間にも知られているようだ。

「人選を誤あやまったんじゃねぇの」

　吟遊詩人デイヒルーの歌の中では沈ちん着ちやく冷れい静せいな賢けん者じやの王子として描えがかれている南の王子は悪あく態たいをついた。老齢の植物学者は龍枝ローエにかぶりついている。もう夢中だ。おそらくこのまま彼に付き合っていてはもう一つの目的である塔の調査にかける時間はなくなるだろう。

　いよいよ老人を引きずって進まなければならないかと苦く渋じゆうの判断を迫られたその時、髭がなく幾分若く見える方の将校が「あ」と声を上げた。

「猫ねこ」

　彼の視線を追うと、なるほどそこには黒い艶つややかな毛並みを持った黒猫がいた。

　アーモンド型の瞳ひとみは赤く、すらりとした小さな身体からだはしなやかでいっそ美しい。それは低く身み構がまえて、この森に突然現れた闖ちん入にゆう者しやを警けい戒かいしているような様よう子すを見せていた。

「森の中に猫。さすが魔女の森ですな。予想もつかないことが起こる」

　髭の将校が相そう好ごうを崩くずして言った。どうやら彼は猫好きらしい。

　しかし次の瞬間、一同はあっと驚おどろいた。猫が突然こちらに飛び掛かってきたからだ。

　広兼は当然ながら早苗を護まもるように彼女を抱え込んだ。猫はその南の王子の肩かたに前足を掛け、そのまま飛び越えて茂しげみが濃こくなったあたりに入り込んでしまった。

「お二人とも、お怪け我がはありませんか」

　若い方の将校が慌あわてて広兼と早苗に駆かけ寄る。髭の将校は腰こしに下げた剣に手を掛けたまま、猫の消えた茂みを睨にらんだ。

「早苗、大だい丈じよう夫ぶ？」

　広兼は腕うでの中の婚約者に声をかけた。彼女の柔らかい金髪がふわりと揺ゆれる。早苗は髪を押さえた。

「髪留どめが……」

「広兼様」

　低い声で言ったのは髭の将校だ。

「あちらに」

　見ると、猫は茂みから出てきていた。口に早苗の髪留めを咥くわえている。おそらく広兼の肩に飛び乗った時に取ったのだろう。

　広兼は舌打ちをした。猫はこちらを見ている。

「誘さそっているのでしょうか」

「魔女の猫か」

　将校二人が剣に手を掛ける。

　この二人は魔女の正体が北の王妃であったことは知らない。それを知っているのは北の王と東の王、それに当事者であった三人の王子と三人の姫君だけだ。護衛役の二人は、突然なんらかの理由で《赤い森》の魔法が解けたようなので調査に行け、というふうにだけ言われているはずだった。東の王子である鳥とり代しろも、そういった理由を深く追つい究きゆうしてこないような、軍人として有能な将校をこの調査隊にあてがっていた。

　だが広兼は怪け訝げんそうに眉み間けんに皺しわを寄せた。

　魔女の猫？

　もしそうだとして、なんの用だというのか。早苗への復ふく讐しゆうか。それにしては時間が経たちすぎている気がする。早苗が魔女と対たい峙じしたのは一ヶ月も前の話なのだ。

「ちょ、早苗」

　背後に庇かばっていたはずの早苗が猫の方へ寄っていこうとするので、広兼は慌ててそれを止めた。

「何やってんの」

「髪留めを取り返すんです」

「冗じよう談だんだろう」

「でも広兼様。あの子は私を呼んでる気がしませんか？」

「だからこそ駄だ目め。危ないだろう。呼ばれてのこのこついていく気か」

「行かないと何も始まらないわ」

「あなたはいつからそんな冒険主義者になったんだ」

「でもあれはお義か母あ様の猫かもしれないんです。広兼様」

　早苗は広兼にしか聞こえないような小さな声で言って、その晴れ渡る空のような双眸をまっすぐに目の前の王子に向けた。

　これだけで、広兼は言葉に詰つまる。

　彼女がいなくなった魔女を、北の王妃であり彼女の継まま母ははでもあった女を気にかけているのは知っていた。

　春迎祭イビターの日に早苗は魔女にその心の闇やみを突きつけた。北の王の話では、あれから一月の間魔女は人が変わったようだったという。あまり喋しやべらず、王が会いたいのだと言っても断ったりした。その魔女が失しつ踪そうしたと聞いた時、早苗はさぁと青ざめた。それからずっと、早苗は魔女の行方を気にしている。

　広兼はため息をついた。

「……俺から離れないと約束するなら」

　彼は早苗のその青い瞳に根負けしたようにしぶしぶそう言った。すると早苗は、ぱっと花が咲いたように笑って答えた。

「はい」

「猫を追われるんですか？」

　若い方の将校が聞いてきた。

「ああ。お前達はここに残ってあのじいさんの警けい護ごをしてくれ。すぐに戻ってくる」

「私達を置いて行かれるおつもりですか。どこにでも連れて行っていただかなくては私達の意味がありませんぞ」

　髭の将校が眉間に皺を寄せて言う。

　なるほど二人は実質隣りん国ごくの王子とその婚約者の警護のためにこの仕事につけられたのだ。彼の発言にも納得できたが、魔女が関わっているかもしれない猫を追うのに、あまり第三者を連れて行きたくはない。

「気にするな。報告書には俺も一言添える」

「しかし、広兼様」

「行こう早苗」

　広兼は踵きびすを返した。

　猫はもうこちらに後ろ姿を見せていて、ともすれば見失ってしまいそうだった。

「ありがとうございます広兼様」

　少しして早苗が言った。

「わがままを聞いてくださって」

　広兼は王族で、早苗はその婚約者だ。確かに常識で考えれば自みずから危険に飛び込むようなまねはすべきではない。

「あなたのがわがままなら珀はく蓮れんのは脅きよう迫はくだ」

　広兼は笑った。傲ごう慢まんさで北の王女の右に出る者はいないだろう。あの女の高たか飛び車しやな発言は、広兼にしてみればたまに殴なぐってやりたい衝しよう動どうに駆かられるが、彼の友人である東の王子はそれが嫌きらいではないらしい。

　まったく、恋というものは理解しがたい現象である。

「広兼様」

　早苗が声を上げた。

　見ると、猫が大きな樹きの側そばで立ち止まってこちらをじっと見ていた。これはいよいよ魔女の罠わなの匂においがする。そう考えると、あの赤い目も不吉の象しよう徴ちようにしか見えない。

　広兼は早苗を背に庇いながらゆっくりとその樹に近づいた。それは大きな広こう葉よう樹じゆで、幹みきの太さは肥こえた南の王の腹よりもずっと太い。

　猫はその赤い目をずっとこちらに向けている。赤は西の王子の婚約者と同じ色だ。けれどそれはあの幼おさなく妖よう艶えんな茨いばらの姫君とはまったく違ちがう赤だった。

　血のようだ。身体の奥深くを流れるむき出しの生命いのちの流れのような色だ。魔女とは違う。あの魔女の目は灰はい色いろだった。いや灰色よりももっと暗い、深い闇を湛たたえていた。

「なんだ」

　あと数歩歩けば触ふれるというほどに猫に近づくと、その樹の根元に窪くぼんだ場所があるのに気付く。

　そこに、何かがいた。

　広兼は目を疑った。

　彼は自分を常識を重んじる人間として自じ覚かくしていた。愛する女性を前にしたらこう生理的な欲求がむらむらっときて本能のままに行動してしまうこともしばしばだったが、それ以外の時は女好きの東の王子や排はい他た的てきな西の王子に比べて、ずっと常識的だという自じ負ふがあった。

　そんな彼の視界に入り込んだその生き物は、彼のそういった常識から激しく逸いつ脱だつしていた。広兼は眉間に皺を寄せた。

「まぁ」

　早苗は平へい生ぜいと同じように声を上げた。彼女の常識の範囲というものはおそらく広兼よりもずっと広大で空のように違いない。彼女は大抵の物事には動じない。

「どうしてこんなところに」

　樹の根元の窪みの、柔らかな葉が集められて簡易的なベッドのようになったそこに寝かされていたのは、裸はだかの赤ん坊だった。

　両の手足を縮ちぢめ、生まれて間もないような赤ん坊がすやすやと眠っている。

　早苗は躊躇ためらいもなくその赤ん坊を抱き上げた。広兼が静止する間もなかった。赤ん坊は裸なので、男なのか女なのかはすぐにわかった。

「女の子だわ。可愛い」

　どこかのんびりとそう言い放って笑った早苗を見て広兼は、婚約者のその豪ごう胆たんな優しさにまたずきゅんと胸をときめかせたのだった。





[image: ]






　その手紙は西の王家の紋もん章しようが押され、王おう伊いにしか開封できないようになっていた。

　鳥とり代しろにそれを渡された西の第二王子は、ありがとうと礼を言って友人の目の前でその封書を開けた。中に入っていた紙は一枚だけで、王伊はつまらなそうにそれを読むとおもむろに大きなため息をつき、あまつさえその紙をくしゃくしゃと丸めてその場に投げ捨てた。

「人の部屋にごみを捨てるな」

「仕方ないでしょ。火があったらそれにくべてるよ」

　彼は珍めずらしく忌いま々いましげに舌打ちをした。

　それを見て鳥代は心配そうな顔で頰ほお杖づえをつく。

「俺はお前が帰らない理由はわかってるつもりだけどな」

　春迎祭イビターが終わったというのに、西の王子も南の王子もいまだ東の王子の屋敷に滞たい在ざいしている。もちろん彼らの婚約者も一緒にだ。二人の王子の婚約者は都ト撰セン領の領主の養女となる手続きを行っている最中ではあったが、この国を出てはいけないというわけではないのだ。

「女性というのは口にしないと理解してくれないものだぞ」

「広ひろ兼かねに言いなよ。あの人の方がそういう部分は理解してないと思うよ」

　今まで一度も恋というものをしたことがなかった南の王子とは違う。王伊は物心ついた頃からずっと恋をしていたし、何百年も前に大切な女性とずっと過ごしてきた記憶だってあるのだ。

「でも言える？　君ならさ」

　王伊は先ほど投げ捨てた紙を一いち瞥べつする。

　西の王家の国紋トーラは西の王族にしか押せない印いんだ。この三国では国紋トーラと王家の紋章はまったく同じものが使われている。東の国はアザミの花と笛ふえ、南は糸巻きと馬、西は小麦と剣。

「そういう仮定は無意味だな。俺はお前じゃない」

「まったくだね」

　王伊は肩をすくめ、口の端はしを歪ゆがめて笑った。

「これは僕の問題だ」

「わかってるよ」

　東の王子は仕方がなさそうに言う。

「何をどうするかはお前の勝手だ。けれど一つだけ言わせてもらおう」

　王伊はこの友人が何を言うのかはわかっていた。そしてそれがきっと、いとしいあのひとと同じ願いだということも。

「俺達を捨てるなよ」

「うっとうしいね」

　すべてを捨てて大切なただ一つの手だけを取って逃げられるなら、そんなに楽なことはないのだ。







　１　これが面倒事の素でなくしてなんであろう







　さて、東の王子は渋じゆう面めんを作っていた。

　東の国の第一王子である彼が与えられた領地は東の国の西の最さい果はて、《赤い森》に接した呂ロ王オウ領と呼ばれる土地である。そこは代々東の国の王位継承者が若い頃与えられる土地で、小さな町村が点在していてこれといった大きな都市がないせいか、領民は穏おだやかでのんびりとした気風が強い。いわゆる田舎いなかである。

　その田舎の小高い丘の上に領主様のお屋敷はあった。

《赤い森》の調査に行った先せん遣けん隊たいは、早朝に出かけ日暮れ前に戻ってきた。五人で出しゆつ立たつしたはずの彼らはなぜか戻ってきた時六人になっていて、今その六人目は彼の執しつ務む室にいる。

「戻ってくる前に伊い央おのお父様に診みていただいたんですが、特に病やまいにかかっているというふうではないそうです。裸はだかで寝ていたのに、風か邪ぜひとつひいていないなんて丈じよう夫ぶな子ですね」

　今は白い清せい潔けつな布にくるまれた乳幼児が、部屋の端はしのソファに寝かされている。目は開いていて、先ほどからこぼれんばかりに目を見開き自分を囲む大人おとな達を見て小さく口を開けている。そこから涎よだれが垂たれるたびに、傍かたわらに膝ひざをついた早さ苗なえが優やさしく拭ふいてあげていた。

　伊央というのは《赤い森》に接した木トー蓮リアという町の医者の息むす子こで、その医者の診断によるとこの赤ん坊は大体生まれて三つ月ほどらしい。

「なにやら湿しつ疹しんが出ておるが……」

　新しら祢ねがおそるおそるといった様よう子すで赤ん坊の頰ほおを触さわる。赤い眼に赤い髪かみを持った二百年前の姫君は、赤ん坊というものに接触するのが初めてらしく、目が好こう奇き心しんに輝かがやいている。

「このくらいの赤ん坊には出るものなんですよ」

　赤ん坊の髪の色は黒で、細く柔やわらかな髪がうっすらと丸い頭を覆おおっている。少し汗あせばんだその頭を撫なでながら、早苗は柔らかく笑った。

「赤ん坊は猿さるに似てるって聞いたことあるけど」

　西の王子が言うと、ソファの肘ひじ置きに腰掛けた南の王子が赤ん坊を一いち瞥べつして言う。

「別に似てねぇぞ」

「しっかりした顔ですよね。きっと将来美人になるわ」

　早苗がにこにこと笑うと、二人の王子はまじまじとソファに横たわる肉の塊かたまりを見た。

　肌はだはなるほど肌き理め細やかで柔そうだが、美人になるかどうかまではわからない。

　これなら自分の恋人の方がずっと美人だと、二人の王子は心の中で思った。

「早苗はもうあの森には行かない方がいいんじゃなくて？」

　ソファからは離れた窓の側そばに立った北の王女珀はく蓮れんが、その目を瞠みはるような美び貌ぼうを少ししかめて言う。

「行くたびに何か拾っていたのでは、きりがなくてよ」

「お前が言うな」

　この部屋の主あるじにして東の王子たる鳥とり代しろ殿でん下かがさらに眉み間けんの皺しわを深くして呻うめくように言った。

　一月ほど前に早苗は《赤い森》で空腹に倒れていた珀蓮を拾い助けた。彼女に助けられたおかげで珀蓮は森で餓が死しするという世にも屈くつ辱じよく的てきな死に方をせずにすんだのだ。感謝こそすれ文句を言う筋すじ合あいではない。

「それはそれ、これはこれよ」

　高こう慢まんな北の王女はつんと顎あごを上げた。どうやら彼女は幼児というものがあまり好きではないらしい。先ほどから近付こうとしない。




[image: ]





　先遣隊の調査は失敗と言わざるをえないだろう。

　彼らの仕事だった塔とうの調査もできず戻ってきたのだ。しかも面めん倒どう事ごとを持って帰ってきた。一週間ほど前までは誰だれも入れなかったはずの《赤い森》に捨てられた赤ん坊。これが面倒事の素もとでなくしてなんであろう。

　鳥代は盛せい大だいにため息をついた。ただでさえ今の彼には考えるべきことが多いのだ。《赤い森》の本格的な調査のための調査隊の編成案を出さなくてはならないし、彼の治める領地で一番大きな市場を持っているヤエ商会の流通改善案の調査もせねばならない。領内の村からは嘆たん願がん書しよも寄せられている。忙しいのである。おかげで自分達の結婚式の目め処どさえもたっていないのだ。

「まさか、魔女の子供なんかじゃないよな」

　これが一番考えたくない可能性である。けれどありえないことではないだろう。何よりこの赤ん坊は、あの《赤い森》にいたのだから。

「ありえぬ」

　赤ん坊を覗のぞき込んでいた新祢が、この時だけ顔を上げて言った。彼女はこの場にいる六人の中で一番幼おさない外見をしているが、賢けん者じやの王子に匹敵するほどの知識を持っている。なにせ二百年間も意識だけで漂ただよっていたのだ。眠ねむり姫ひめというその呼び名の通り、身体からだだけは長い眠りについていた。

「魔女は強い魔女であればあるほど子を成なしにくい。何よりこの赤ん坊からは魔力の欠片かけらも感じぬしのう」

　新祢はわずかであるが魔法を使える。今は亡なき彼女の両親もわずかながら魔法を使えたらしい。小さな花を咲かせる程度の魔力でも、それは遺い伝でんするのである。

「じゃあ捨て子？」

　ソファの背もたれに寄りかかるようにして立った西の王子が言う。

「だとしたら殺そうとしたも同然だな」

　広兼が立ち上がって両手を上げた。

「俺達が見つけたのが奇き跡せきみたいなもんだ。こんな幼児を森に放置すれば死ぬだろうってことは火を見るより明らかだ」

「食べるに困ってか……」

　沈ちん痛つうな面おも持もちで鳥代が口にする。広兼は肩かたをすくめた。

「そこまで困こん窮きゆうしてる家庭があるのを見過ごしてんのか？　だったらお前は領主失格だな」

「不ふ倫りん相手の子供だったとか。ああそれとも離り婚こんした後にできた子だったとか？　だから邪じや魔まだったんじゃない？」

　王おう伊いがすらすらと可能性を列れつ挙きよする。この西の王子は、基本的にあまり深く物事を考えないのだ。それがどんなに残ざん酷こくな事実でも、彼はあまり興味を示さない。だからこそこんなにもあっさりと言える。

「どちらにしろ子供を捨てる理由にはなりません」

　そう言ったのは早苗だった。

「そうでしょう？」

　と彼女は顔を上げてにっこりと微ほほ笑えむ。それには有う無むを言わさぬ雰ふん囲い気きがあった。

　広兼は、春迎祭イビターの舞ぶ踏とう会かいで早苗が馬ば鹿かな若い男女をやり込める様さまを見ている。彼女は怒おこると怖こわいのだ。

「当然だ。早急に母親を見つける必要がある」

　鳥代は言った。

「今さら言うまでもないことだわ。今ここであなたが考えなきゃいけないのはその方法ではなくて？」

　珀蓮が器用に片方の眉まゆを上げて言う。

　その時鳥代ははっとした。突然執務机の上の書類の束たばを漁あさり始める。

「鳥代？」

「あった」

　彼は一枚の書状を取り出した。それは今日届いた赤セイ穏オンという村からの嘆願書で、一度目は通してあるものだ。

「これじゃないか？」

「何が」

　広兼が執務机の横で腕うでを組んで立っている。彼は一応ここでは他国の王子だ。執務室への自由な出入りが許されているとはいえ、机の上の書類を勝手に見るといったことはしない。

　鳥代は顔を上げた。

「子供が集団で行方ゆくえ不明になってる」

「子供が？」

　少し目を丸くして王伊が聞き返す。

「三日前に三人、昨日きのう一人、赤セイ穏オンの村から忽こつ然ぜんと消えたらしい。調査隊の派は遣けんを要よう請せいする嘆願書が出てるんだ」

　赤穏は木トー蓮リアから北西にいったところにある村で、《赤い森》を背負った窪くぼ地ちに集落を作っている。村人は木トー蓮リアより少なく、土地がやせているために農作物は育たない。その代わりに織物が盛さかんで、複雑な模も様ようが織り込まれた赤セイ穏オン織は北の山脈の向こうからも商人が買い付けにくるほど人気が高い。

「何歳くらいの子供だ」

「書いてないんだ」

「杜ず撰さんな嘆願書だな」

　鳥代はもう一度書類に目を落としながら答えた。

「でも察さつするに、少なくとも最初の三人は赤ん坊ではないな。外に遊びにいってそのまま帰ってこなかったと書いてある」

「明日行ってみましょう」

　早苗が言った。

「赤セイ穏オンなら馬車で半日です」

「いや、赤セイ穏オンには調査隊を派遣するから」

　鳥代としては早苗達にはあまり動き回って欲しくなかった。広兼の婚こん約やく者しやたる早苗も含め、彼らは東の国の賓ひん客かくなのだ。

「赤ん坊を連れて行く必要があろう？　それともそなたの調査隊とやらには乳う母ばがつくのか？」

　赤い髪の眠り姫に指摘され、東の王子は顔をしかめた。

　確かにもし赤セイ穏オンに赤ん坊が行方不明になったという母親がいれば、この乳幼児を連れて行ってこの子かどうかを確認してもらわなくてはいけない。けれど鳥代のこの屋敷に調査隊に同行できるような乳母はいないし、もし乳母が必要であれば近くの町村から借りなければならないだろう。

「伊央のおむつは私が替えていたんですよ。お役に立てると思います」

　そう早苗が申し出る。するともれなく男が一人ついてくるのだ。

「早苗が行くなら俺も行くぞ」

　案あんの定じよう南の王子が言った。

「妾わらわも同行しよう。どうもただ居い候そうろうしておるのも居い心ごこ地ちが悪いでな」

　新祢がにっこりと麗うるわしく微笑む。

　そうなると当然ながら同じように参加を表明すると思われた西の王子が何も言わないので、珀蓮は怪け訝げんそうにその名を呼んだ。

「王伊？」

「んー。赤セイ穏オンかぁ」

　西の王子は困ったように首を傾かしげた。

「なんじゃ。お前は行かぬのか」

「いや、行くよ行く行く」

　彼は慌あわててソファを回り込むと、新祢の前に跪ひざまずいてその手を取った。

「僕は新祢の行くところならどこへでも行く」

「風ふ呂ろや不ふ浄じようにはついてくるでないぞ」

　恋人の熱の籠こもった台詞せりふに対して新祢は冷たく言う。

「珀蓮はどうすんだ？」

　聞いたのは広兼だった。

「俺達と一緒に来んの？　残って鳥代といちゃこくの？」

「殴なぐるわよ？」

　珀蓮はにっこりと笑った。

「一緒に行って差し上げてよ。残っていてもすることがないもの。あなた達だけでは心配だわ」

「おーちょっと待てよーお前ら」

　鳥代が慌てて両手を上げた。

「この面子メンツに護ご衛えいが何人いると思ってるんだ」

「護衛なんかいらないよ。僕がいるし、広兼だっている」

　西は軍人の一族、南は賢者の一族と言われている。その王族の能力は誇こ張ちようではなく、王伊は剣を持つとその辺の将しよう校こうよりも強い。

「お前は仕事があるだろ？　とりあえずその嘆願書と赤ん坊の件は俺達に任せて他の仕事を片付けておけよ」

　広兼にも王伊にも自分の領地というものはない。任されている仕事も少なく、基本的に暇ひまなのだ。

「心配だ」

　沈痛な面持ちで鳥代が言うので、広兼はにやにやしてからかった。

「珀蓮のことが？」

「赤セイ穏オンの町の平穏が」

　鳥代は即答した。彼は頭を抱かかえて呻いた。

「お前達が行くのはさらに面倒事を持ち込むだけのような気がしてならない」

「安心なさい。見事赤セイ穏オンの住民の悩み事を解決してみせてよ」

　珀蓮が太たい鼓こ判ばんを押す。

　すると突然、赤ん坊がはじけたように泣きだした。

　丸められた紙のように顔をくしゃくしゃにして、林りん檎ごのように赤くなって泣いている。新祢は驚おどろいて目を見開き、早苗が慌てて抱き上げた。

「ものすごく心配だ」

　鳥代はもう一度言った。

　その泣き声はその日屋敷中に響ひびき渡わたり、事情を知らない使用人達の間では第一王子に隠かくし子がいたのではと話題になった。
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　赤セイ穏オンは西の国との国境にある集落である。西東南の三国間の国境はあってないようなもので、関所の類たぐいもない。この村はこの国の管かん轄かつ、あの湖はこの国の管轄ということが決められているだけで、三国間は基本的に出入りが自由だった。だからよそではこの三国を一つの国とみなしている国が多い。三国に商人が多いのもそういった理由からだ。彼らはまずこの三国間で商売を始め、力がつけば山さん脈みやくを越えて他の国にも手を伸ばす。

　赤セイ穏オン織は、その商人達にとっても重要な商品だ。織り込まれた複雑な模様や図形はその形によってお守りのような効果もあるらしい。村の中は二本の大きな通りと入り組んだ小さな路地で構成されていて、大きな通りの一本は露ろ店てんの立ち並ぶ商店街、一本は住宅を兼ねた工房が並ぶ工房街となる。特に商店街は様さま々ざまな国から来た商人で非常に賑にぎやかだ。

　二台の馬車がその商店街の外はずれにたどり着くと、北の王女は転がるようにして後ろの馬車から飛び出した。

「ああ！　もう！」

　悲ひ鳴めいのような声を上げる。彼女は淡あわい紫のドレスの裾すそを翻ひるがえして馬車を振り向き目を吊つり上げた。まだいささか肌はだ寒ざむいので薄うす手での外がい套とうも羽は織おっている。

「拷ごう問もんかと思ったわ。あなた達よく平気ね」

　馬車の中から盛大な泣き声が聞こえる。前の馬車から降りてきた二人の王子は、昨さく晩ばんからもはや聞き慣れたその騒そう音おんとも言える大騒さわぎにいささかぐったりとした様よう子すで言った。

「また泣いてんのか」

「それだけじゃなくてよ。あの臭におい！」

　珀はく蓮れんが顔をしかめて言うと、まず新しら祢ねが馬車から降りてきた。赤い髪の王女が外套の下に着ているのは裾にレースがあしらわれた大人おとなしい薄うす柿かき色いろのドレスだ。頭からヴェールを被かぶって髪の色を隠した彼女は珀蓮を見て楽しそうに笑った。

「可か愛わいらしいのう」

「本気で言っているの？」

「可愛らしいではないか」

「どうしたの？」

　王おう伊いが聞く。広ひろ兼かねは早さ苗なえが降りるのを助けるべく馬車に歩み寄っている。

「馬車の中で糞ふん尿にようを垂れおったのじゃ」

　新祢はころころと笑った。どうやら彼女にとってはひどくおかしいできごとであったらしい。

「盛大な音がしたのう」

「思い出させないで」

　珀蓮はうんざりとした様子で言った。

「早苗」

　広兼は馬車の中に手を差し出した。すると馬車から顔だけ出した早苗が何やら白い布の塊を彼に持たせた。

「これを持っていていただけますか？」

　異い臭しゆうを放っている上なんだか少々温かいその塊に、南の王子は思わず顔をしかめる。

「これは……」

「この子の便です」

　赤ん坊の泣き声と共に馬車から降りてきた早苗は髪よりも明るい小麦色のドレスで、白いストールを肩に羽織っていた。その腕の中の赤ん坊は顔を真っ赤にして泣き叫さけんでいる。

「ははは。まさか広兼が赤ん坊の排はい泄せつ物ぶつを持たされる日が来るなんてね」

　王伊が笑うと、早苗はあら、と言って広兼を振り向いた。

「お嫌いやですか？　でしたらこの子をお抱きになりますか？　私がそちらを……」

「いや、俺はそっちの方が怖い」

　彼らは赤ん坊に名前をつけていなかった。便べん宜ぎ上じようでも名前をつけたら情が移ってしまって離れがたくなるし、本当の親がすぐに見つかるのならその必要もないだろうと判断したからだ。

　当然ながら彼らの中で赤ん坊の世話をしたことがあるのは早苗だけだった。新祢が好奇心で少し抱いたりする程度で、二人の王子は役に立たないし珀蓮は赤ん坊があまり好きではないらしい。必然的に泣きだした赤ん坊をあやすのも赤ん坊のおむつを替えるのも早苗の仕事になっていた。

「よしよし」

　早苗が腕の中の赤ん坊を揺ゆらして宥なだめる。

「世の母親っていうのは偉い大だいだね」

　昨晩からこの赤ん坊の世話をしていて――正確には世話をしている早苗を見ていて、世間を知らぬこの王族達は心の底から育児の大変さを痛感したようだった。

　なにせ赤ん坊というものはまず泣く。糞をする。「夜はぐっすり眠ってくれたから助かりました」と早苗が言った時は、夜中に起こされることもあるのかと愕がく然ぜんとしたほどだった。珀蓮に至いたっては昨日から赤ん坊はいらないと公言している。

「何を泣いておるのじゃ」

　泣きやむ様子のない赤ん坊を覗き込んで新祢が言うと、早苗が少し困ったように首を傾げた。

「やっぱりお乳ちちかしら」

　昨晩と今け朝さは、屋敷に勤める使用人の妻つまが赤ん坊を産うんだばかりで母ぼ乳にゆうが出るらしかったので、それを分けてもらったのだ。

「持ってきたのは？」

「あまり飲まないんです」

　このあたりでは母乳がない場合羊ひつじの乳を代わりに飲ませる。この赤ん坊のためにもそれは用意されたが、どうやらあまりお気に召めさないらしい。

「飲まないと死ぬんじゃないの？」

　王伊がなんでもないことのように言う。

「この村で母乳を分けてもらうしかないわね。村むら長おさに聞いたら紹介してもらえるのではなくて？」

「そうね」

　しかしその時、赤ん坊の泣き声がぴたりとやんだ。

「あら」

　早苗が目を丸くして声を上げる。突然泣きやみ、ぱっちりと目を開けた赤ん坊は彼女の正面を見ていた。

「失礼ですが……調査隊の方々でしょうか？」

　赤ん坊の視線の先から声をかけてきたのは早苗達よりも十くらい年上の女性だった。長い黒髪は無む造ぞう作さに一つに結ばれていて、どこか疲れたふうにも見える。なかなかに美しい女性だ。

「あなたは？」

　南の王子が問う。

「あの、私は菜な名なと申します。村長様の言いつけでお迎えに上がりました」

　そう言って、菜名は頭を下げた。

「それはそれは。私は呂ろ王おう領の第三歩兵隊隊長を務めさせていただいております広兼と申します」

　広兼は愛あい想そうよく言って頭を下げた。そういう設定だ。さすがに調査隊を他国の王子王女で編成したなどとそうそう公おおやけにできるものではない。

「これは私の部下で」

　広兼は王伊を指してそう言った。

　排はい他た的てきで恋人以外はどうでもいい西の王子は、広兼の部下という位置に甘あまんじることに抵抗はなかったようだ。王伊は少し笑って会え釈しやくした。見た目だけでいえば、広兼よりも王伊の方が人当たりはよさそうである。続いて南の王子は北の王女と赤い髪の王女を紹介した。

「彼女達は王宮付きの学者です。小しよう児に心理を専門にしていて、今回の調査には役立つだろうと思われます。そしてこの子が、そちらにはすでに連絡をしていると思いますが《赤い森》で拾われた赤ん坊で、彼女がその世話係です」

　世話係と紹介された早苗は、にっこりと笑って名を名乗った。

「早苗といいます」

　女性は少し戸と惑まどっているようだった。早苗の髪と眼めの色のせいだろう。このあたりにも西大陸の血が混じった人間はいくらかいるが、ここまでその特とく徴ちようが出ているのは珍めずらしい。稲いな穂ほの金きん髪ぱつと空の青い眼。

　しかし早苗は初対面の人間のそういった戸惑いには慣れていた。

「気になるのなら髪だけでも隠しましょうか？」

「いえ。あの、ごめんなさい。綺き麗れいな色だわ」

　菜名は慌てて言った。

「本当ですか？」

　早苗は顔をほころばせた。

「ありがとうございます」

　外交モードの広兼が笑顔で口を開く。

「村長の家に案内していただけるのでしょうか？」

「あ、それがあの、村長様は少しお加か減げんがお悪く、私がすべて言こと付づかっております」

「お加減が？　ご病気ですか？」

　これは演技ではなく、広兼は眉間に皺を寄せた。

　赤セイ穏オンの村長はたしか九十くらいにもなる。それが一度病を得たというのなら、深刻であるのかもしれない。

「いえ、気になさらないでください。いつもこの時期は少し体調を崩くずされるんです」

「いなくなった子供達のお話はどなたから聞けばよろしいの？」

　学者にしてはいささか派は手でな容貌の珀蓮が問う。

「私がすべてお話しできると思います」

　菜名は答えた。その目の下には隈くまがある。

「いなくなった子供のうち一人は、私の息子ですから」
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　赤セイ穏オンの機はた織おりの工房は住宅も兼ねていて、ただその出入り口が表と裏で分かれていた。住宅が一階で工房が二階にあるのが通常の造つくりのようで、菜な名なが案内した通りからは二階へ直接上る階段がついた家が立ち並んでいた。いわゆる工房街と呼ばれる通りのようで、そこには商店街にあったような喧けん騒そうはなく、ただ規則正しい機織りの音が響く。

　赤セイ穏オンにおける機織りは女性の仕事である。男性がそれを売る。この小さな村には機織りの組合があって、男は女によう房ぼうや娘の織った織物を組合に持ち込み証明書を発行したり値段を決めたりする。

　最初その建物の一つに案内された早さ苗なえは、感かん嘆たんのため息をついた。

　二階建ての建物の二階部分はすべてぶち抜きで、広い一つの部屋になっていた。床には一面に様々な図柄が散らばっていて、機織り機は部屋の隅すみにぽつんとあった。そのすぐ横にたくさん引き出しのついた棚たながある。おそらくあの中に糸が入っているのだろう。

　壁かべには見事な赤穏織が飾られている。この素す晴ばらしい織物が一本の糸から完成されるというのが彼女には不ふ思し議ぎに思えた。

「散らかっていてすみません……」

　菜名が申し訳なさそうに言った。階段を使って一階に下りると、そこは意外に普通の住宅だった。室内や台所は綺麗に片付けられて、きっちりとした生活感のある家だった。

「ごめんなさい、図ずう々ずうしくお乳をいただいてしまって」

　早苗は首を傾げて少し申し訳なさそうに笑った。

　早苗達が連れてきた赤ん坊は、今は菜名の腕に抱かれて一いつ心しん不ふ乱らんに母乳を飲んでいる。赤ん坊が突然泣きやんだのは、菜名からお乳がもらえるとわかったからだろうか。生まれたばかりの赤子にはそういった不思議な感知能力があるという。

「助かりました。この子、羊のお乳は飲まなかったので」

「うちの子もそうでした。いつまでたっても乳離れができなくて」

　菜名の子供は今年で三歳になるらしい。話を聞くと最初に行方不明になった三人はその菜名の子供と、その子と仲のよかった五歳と七歳の兄きよう弟だいで、一昨日おとといいなくなったのは生まれて間もない赤ん坊だという。王おう伊いと新しら祢ねは兄弟の家に話を聞きに行って、同じように広ひろ兼かねと珀はく蓮れんは一昨日行方不明になったという赤ん坊の家に行くことになった。

　菜名に母乳を分けてもらえるということがわかって男性陣が遠えん慮りよしたのと、子供が行方不明になった親に会いに行くのに赤ん坊は置いていった方がいいだろうという結論になったからだ。この子が行方不明になった子供だとの確証が持てないまま、下へ手たに親達を刺し激げきすべきではない。

　四人はそれらの子供の家の場所を菜名に聞いて、この菜名の工房に来る前に早苗達と別れた。

「息子さんを最後に見たのはいつ頃なんですか？」

「昼食の時です。この村の母親はほとんど皆機織りをしていて仕事のある時は食事時以外工房に籠るので、子供は子供でいつも好きなように遊ばせているんです。四日前も、ご飯を食べたらすぐ遊びに行ってくると家を出ました」

「どこに行くとか、そういうことは言っていませんでした？」

「いいえ。でも行くところなんかは限られているんです。村は狭いし、森だって崖がけの上にあるから子供がそう簡単に行けるものでもないし」

　赤セイ穏オンは背後に《赤い森》を背負っている。

　この赤セイ穏オンの立地は特別で、それはまるで《赤い森》の端を巨人が抉えぐったような窪みになっている。だから赤セイ穏オンから《赤い森》に入るには一度村から出て迂う回かいしていかねばならず、森と村は隣り合いながらも草一本生はえない崖にその進路を阻はばまれているのだ。

「気の弱い子なんです。父親がいないからか、いつも私にべったりで、甘えたで」

　言いながら、菜名の声が小さくなる。彼女の赤ん坊を抱いている手が、涙を我が慢まんするようにきゅっと力を込めたのが見てわかった。

　声を上げて泣かれない分、その痛みが伝わってくるようだった。この村ではまだ皆働いている時間なのに、二階にあった機織り機には上から織りかけの織物が被かぶせてあるだけで、しばらく使われた形跡がない。息子がいなくなってから、彼女はろくに機を織ってもいないのだ。

「菜名さん」

　早苗は菜名の手に触ふれた。

　早苗の父はある日病に倒れた。

　倒れてから彼が亡くなるまで早苗は必死に看かん病びようをしたが、もしあの時父の世話や自分ができることを取り上げられていたら、自分も菜名と同じように毎日泣いたのだろうと思った。愛する人が永遠に失われてしまうかもしれないのに何もできないということは、恐きよう怖ふの中に突き落とされるのと同じだ。ぞっとする。

　触れた菜名の手は冷たく、早苗はそれを温めるように覆った。必死に母乳を飲む赤ん坊を、彼女はしっかりと危なげなく抱いている。涙を流さないのは、腕の中に守るべき小さな命があるからなのかもしれない。

　早苗は微笑んだ。

「安心してください。広兼様達がどうにかしてくださいます」

　それは彼女にしては珍しく、客観性の不足した希望的見解であったかもしれない。

　けれど早苗は確信していた。

「だから大丈夫。安心してください」

　何せここに来ているのは北の国の麗しき白雪姫と、魔法も使える二百年前の眠り姫。それに戦いに秀ひいでた軍人の一族の第二王子と、あらゆる知識と知恵を持つ賢者の第六王子なのだ。

　これを教えてあげれば目の前の彼女もまた安心して顔をほころばせるだろうに、それができないことが早苗には非常に残念だった。だからただ繰り返した。

「安心して。きっと全部、大丈夫だから」
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　一方、北の国の麗うるわしき白雪姫とあらゆる知識と知恵を持つ賢者の第六王子はお互いを罵ののしり合っていた。

「あーほんとお前イラッイラする」

「こちらの台詞せりふだわ。まったく、早さ苗なえに同情してよ。こんなに心の狭い男」

「俺も鳥とり代しろに同情するね。お前みてぇなプライドの高い女」

「誇ほこりのない王族を持った民たみは不幸だと思わなくて？」

「高たか飛び車しやな王女を持った国民の方が憐あわれだね」

「口だけがよく回る末っ子の放ほう蕩とう王子よりはましよ」

「国を出て見けん聞ぶんを広めるのも賢者たる我が王族の務めなんだよ。知った口利きくんじゃねぇよ」

「ほら、口のよく回ること。ずるずると鳥代の屋敷に滞たい在ざいしているけれど、早く早苗を連れ帰った方がいいのでなくて？　あの子もきっと不安になるわ。それともまさか、早苗を連れ帰るのが恥はずかしいような子だとでも考えているの？」

　珀はく蓮れんはその光の角度によって色を変える宝石のような双そう眸ぼうでぎろりと広ひろ兼かねを睨にらんだ。作り物のような彼女の顔は、怒った時の方が数倍美しい。

　早苗は、珀蓮にとって初めてできた同性の友人だった。こんな昔一度会ったきりの頭だけがいい粗そ雑ざつな賢者の王子なんかよりよほど大切な存在なのだ。もし連れ帰るのが恥ずかしいだなんてふざけた理由で一月も帰らないのなら、殴なぐり飛ばしてやろうかしらと彼女は考えていた。

「……何よ」

　珀蓮は一いつ層そう不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめた。広兼が自分を見てにやにやと笑っているからだ。

　些いささか目立つ容姿の王女と面倒事を嫌きらう王子の二人は人通りの少ない路地を選んで歩いている。菜名に教えてもらった赤ん坊の母親の家は、菜な名なの家から少し離れているようだ。

「いや、あの高飛車で傲ごう慢まんな北の王女様がご友人の心配をされる日が来るとはね」

「馬鹿にしているの？　殴って差し上げてよ？」

「鳥代がそりゃあ喜んでた」

　広兼は珀蓮の少し前を歩きながら言った。

　思わぬ名前が出てきたので、珀蓮はさらに眉間に皺を寄せた。

「お前さぁ、あまりあいつを心配させるなよ。今回だって俺はあいつにお前のことを頼まれたんだ。無茶をしないように見ていてくれって。そうでなけりゃ早苗を置いてお前なんかについて来るかよ」

　口調は乱暴だが、振り向いた顔はからかうように口の端を上げて笑っている。

「忘れるなよ。お前のことを誰よりも考えてるのはあの馬鹿だ」

　世界中の誰よりも。

「お前を誰よりも幸せにしようと思ってるのはあの馬鹿だよ」

　憐れな魔女を思い出す。

　一人であるということは、誰にも愛されないということではない。誰も、何も愛せないということだ。耳じ目もくを塞ふさいで。閉じこもって。頭の中の暗くら闇やみだけを広げていく。

　珀蓮は言った。

「それがどうかして？」

　彼女はつんと顎を上げる。

　男という生き物はなんてくだらないことを考えるのだろう。

　相手を幸せにしようなんて、ひどく傲慢な考えであることになぜ気付かないのか。きっとこの目の前の南の王子も同じように考えているに違ちがいない。そうであるならただの馬鹿だ。賢者の王子なんていう呼び名は剝がして破って丸めて捨ててしまえばいい。

　早苗も新しら祢ねもきっと、幸せにして欲しいなんて思っていない。それがどうしてこの男共にはわからないのだろう。

　誰かをこんなにも大切に想おもえるということがどんな奇跡か。

　その側にいられるというだけで、それがどんなに幸せなことか。

「あなた方は、もっと謙けん虚きよになったらどうかしら？」

　すると広兼は深く傷ついたような顔をして言った。

「お前にそんなこと言われるなんて……」

「やっぱり殴って差し上げましょうか？」

　珀蓮はぐっと拳こぶしを握にぎり締めた。

　広兼はその拳に友人である鳥代が殴られるところを見ている。彼は少し後ずさって眉び宇うをひそめた。

「お前は早苗の爪つめのあかを煎せんじて飲んだ方がいいんじゃないか？　手が早すぎる」

「ある程度の体術、剣術は王族の嗜たしなみよ」

「いや嗜みある貴き婦ふ人じんは旦だん那なとなる男を殴ったりしないと思うぜ……」

「躾しつけは大切だもの」

　犬扱いか。と広兼は目め頭がしらが熱くなった。あまりに東の王子が憐れすぎる。

　少しして、二人は目的の場所にたどり着いた。

「ここじゃねぇか」

　同じような造りの家が立ち並ぶ赤セイ隠オンでは、家兼工房を番号で区別している。玄関の横に番号が書いてあるのだ。

　それは他の家と同じ白い石壁でできていた。ざらざらとした材質の石で、近くの山で多く採とれるのでこのあたりでは家の素材に使われることが多い。くすんだ緑色の扉とびらを広兼はノックした。もし工房の方にいたらこれでは聞こえないので、裏の工房側の玄関に回らなくてはならない。

　しばらく誰も出てくる気配がなかったので、工房側に回ろうかと考えた時に、その扉はおずおずと開いた。

「こんにちは」

　広兼はなるべく愛想よく言った。

　出てきた女は、見知らぬ二人を見てあからさまに怪訝そうな顔をしている。

「あの……？」

「領主様のご命令で行方不明になった子供の調査をしに参りました」

　南の王子がそう言った時の女の目を見て、珀蓮は少し眉間に皺を寄せた。広兼が外交的な口調で続ける。

「私は広兼。こちらは小児心理の学者で珀蓮と申します」

「よろしくお願いいたします」

　珀蓮はそう言ったが頭は下げなかった。王族として、そう簡単に人に頭を下げるわけにはいかないのだ。たとえ芝居でも、彼女の矜きよう持じはそれをよしとはしなかった。

「……はい、あの……こちらこそ」

　女はかろうじてそう言った。

　その目は最初の一度だけ二人の顔を見ただけで、あとは怯おびえるように彷徨さまよっている。珀蓮は彼女の目を知っていた。

　珀蓮は眉間の皺を深くした。
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　これは迷まい子ごになってしもうたかのう。

　と新しら祢ねはふいに立ち止まって思った。

　新祢と王おう伊いは先ほど行方不明になった兄弟の父親に会いに行っていた。菜な名なに教えられた組合の事務所に行くと、そこにその父親はいた。

　結果からいうと、手がかりは何もなかった。彼の妻も、心当たりは何もないと言っているらしい。かなり憔しよう悴すいしているので、会いに行くのは遠慮してくれと父親が言った。その父親もそれなりに疲れた様子を見せていて、王伊の手を握ってどうか息子達を見つけてくださいと懇こん願がんするように言った。

　組合を出た二人は、商店街を通って戻ることにした。人のいるところで話を聞こうと提案したのは新祢で、王伊は少し考えるそぶりを見せたがそうだねと同意した。

　商店街は組合のあった場所のすぐ側で、その賑わいはこの小さな村にしては目を瞠るものがある。新祢は色とりどりの商品に誘さそわれるようにしてふらふらと路地の店に入り込み、気付いたら側に王伊はおらず一人になっていた。

　いつも新祢は何かに夢中になったら周囲が見えずに没ぼつ頭とうしてしまうのだが、王伊はそれでも彼女の側を離れないのが常つねだった。なのでこういう場で迷子になるのは予想しておらず、しばらく一人で歩いてからやっと、彼女は自分はどうやら迷子になったらしいという結論に至ったのだった。

「ふむ……」

　言って、新祢はまた歩きだした。彼女の同行者の不運は、迷子になったらその場を動いてはいけないという鉄則を、彼女が知らなかったことだろう。それよりも彼女の懸け念ねんは別のところにあった。

　新祢は王伊の様子がおかしいことには気付いていた。

　数日前から、彼女の王子はどこか上うわの空そらだ。赤セイ穏オンに来るのもあまり乗り気ではなかったように思う。なのにそれについては何も言わず、新祢が赤セイ穏オンに行くと言うとすぐについていくと言った。

　昔から、彼は何においても新祢を優先した。体調が悪くても新祢が呼べばなんでもないような顔でやってきたし、美お味いしいお菓か子しは自分の分まで新祢にあげた。

　新祢がよければ他はどうでもいいというような極端な態度を彼女は何度も嗜たしなめたが、そういう部分だけ彼は譲ゆずる様子をまったく見せなかった。

　何かあったのかと聞いてもきっと王伊は答えない。

　それが新祢を怒らせるのだとわかっていても、彼女に自分の屈くつ託たくを分け与えようとはしない。

　まったく、やっかいだった。

　しかし今回は些いささか勝手が違う。彼はどんな病魔や災さい厄やくが自分を襲おそっていようとも、決して新祢を無視したり見失ったりはしなかった。

　それがどうだ。彼女は今一人で迷子になっている。

　いまだかつてない何事かが彼に起きている証しよう拠こだった。それについて思し索さくをめぐらせていたので、その時かけられた声が自分に対してであったことに彼女はしばらく気付かなかった。

「もしかしてお前道に迷っているのか」

　新祢は数歩歩いてからふと立ち止まって振り向いた。

　壁に寄りかかって立ったその男は、細い目をさらに細めてにやにやと笑っていた。

「妾わらわに言うたのかえ？」

　新祢は問うた。

「お前が私の前を通ったのは今ので三度目だ。道に迷ったのか？」

　男は重ねて偉えらそうに聞いた。新祢は重々しく頷うなずく。

「どうやらそうであるらしいのう。さて先ほどの道にはどう行けば出るのか」

「なんだその話し方は」

　男は笑った。

「どこから来た？」

「先ほどから不ぶ躾しつけじゃのう。自分の名も名乗らずに人にものを聞くのかえ？」

「これは失礼。私は慶けい渦かだ。それでお前はどこから来た？」

「人の名も聞かずにものを問うか」

「その被り物はなんだ。ひどい傷でもあるのか、それともただの日ひ除よけか。隠さねばならないほど醜みにくいようには見えないがな」

　新祢は呆れた。

「なんじゃお前は」

「それは私が聞いている」

　男は組んでいた腕を解とくと、壁に寄りかかるのをやめて新祢に歩み寄ってきた。

　近くで見るとなかなか上品な着衣を身に纏まとっている。仕草も粗そ野やな雰囲気は少しも見られなかった。それどころか常に誰かを従えているような風格がある。年齢はおそらく王伊よりも十近く上だ。この男の目から見れば、新祢は幼い子供のように見えるかもしれない。二百年以上もの時間を彷徨っていたとはいえ、彼女の外見は二十はたちにも満たない娘だからだ。

「私の質問のどれかに答えたら道を案内してやろう」

　彼は尊大な様子で言った。

「いらぬ」

「即答か」

　慶渦と名乗った男は今度は声を上げて笑った。

　新祢は怪訝そうに眉間に皺を寄せる。おかしな雰囲気の男だった。声を上げて笑っているのに、触れたら斬きり捨てられそうでもあった。
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　慶渦はふいと踵きびすを返して歩きだした。わけがわからず新祢が立ったまま見送っていると、しばらくしてから男は新祢を振り向いて言った。

「ついて来ないのか？　案内してやろうと言っただろう」

「妾は質問には答えておらぬぞ」

「歩きながら答えればいい。お前の名はなんだ」

　もしかして初めから道案内をするつもりで声をかけたのだろうか。

「新祢じゃ」

　名乗ると、男はさも今気付いたかのように目を丸くした。

「お前、眼が赤いな」

　光の加減で今まで気付かなかったのかもしれない。

　被り物は、赤い髪を隠すためだ。こんな髪と眼の色を持った人間はそういない。新祢も生まれた時は珀蓮のような黒髪だった。これは生まれてすぐ魔法をかけられた副産物なのだ。

　新祢は目を伏せた。

　しかし男がすぐ言った。

「隠すな」

　その声を、新祢はどこかで聞いたような気がした。

「顔を上げて歩けよ。そうでないとまたすぐ迷子になるからな」

　慶渦は言って新祢を待たずに歩きだした。

　新祢は少しの間呆れたように立ち尽つくしていたが、慶渦の後ろ姿が角を曲がる前にその背を追った。

　知らない男についていくなどと、王伊が知ったら怒りそうだ。

　けれどなぜか新祢はその勝手すぎる男が危険だとは思えなかった。言うなれば、魔女としてのささやかな勘かんだ。

　慶渦に追いつくと、彼女はもう一度聞いた。

「お前は何者じゃ」

　すると男は答えた。

「迷宮に迷い込んだ姫君を助けに来た王子様だ」

「礼は握あく手しゆで許せ。口付けはできぬ」

「悪いけど子供は趣味じゃないんだ」

　新祢は笑った。

「おかしな男じゃ」
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「女性がいらっしゃるとは思いませんでした。それもこんなに綺麗な方が」

　母親は言った。広ひろ兼かねは相手の気分をほぐすようになるべく笑顔を作って答えた。

「子供が行方不明になるといった事件はデリケートですからね。彼女は非常に優秀な学者です。何か思い当たることがあればなんでもおっしゃってください」

　珀はく蓮れんは先ほど名乗ったきり何も話さない。広兼の隣に腰掛け、何が不満なのかじっと黙だまり込んでいる。口を開かない彼女は確かに作り物のように美しく、それを直視できないのか目の前の母親はなかなかこちらと視線を合わせてくれなかった。

　行方不明になった赤ん坊の母親は思っていたよりもずっと若かった。年は広兼とあまり変わらないかもしれない。目が小さく、口元に小さなほくろがある。決して美人ではないが、愛あい嬌きようのある顔立ちだった。たださすがに憔悴した様子で、目は少し充じゆう血けつしていた。

「赤ん坊がいなくなったのは一昨日ですね？」

「はい……正確には前日の夜で、一昨日の朝起きたらいなくなっていたんです」

「もう歩いたりはできるんですか？」

「いいえ……。生まれてからまだ五つ月ほどしか経たっていないので」

「女の子ですか？」

「はい」

「眼の色とか、何か特徴はありますか？」

　この時、母親は目を泳がせた。そして口ごもる。

「あの、いえ、その……髪の、色素が少し薄くて。あとは、目が小さいです」

「それだけですか？」

「ええ……」

　早苗が拾ってきた赤ん坊はどちらかというとはっきりとした黒髪で、目も大きい。では違う赤ん坊なのだろうか。

　広兼がさらに質問を重ねようとした時、珀蓮が口を開いた。

「本当に？」

　その声はよく響いた。白雪姫と呼ばれる彼女の美しさは、その容貌のみによって形作られるものではない。その眼まな差ざしと、声。たとえ王女として生まれていなくても、彼女はきっと歌姫としてその名を広く知られただろう。

　その声で。その眼で。珀蓮はまっすぐに子供を失った母親に問うた。

「本当に、それだけ？」

　母親は動揺した。顔が赤くなり、泣きそうに歪ゆがむ。彼女は喘あえぐように口を開きかけたが、すぐにそれをきゅっと閉じて首を振った。

「珀蓮」

　広兼は同行者を嗜めた。

　珀蓮は自分の顔の効果をまだよくわかっていない。その美しすぎる顔に睨まれるだけで、恐怖に声を失う人間さえいるだろう。特に目の前の女性のような気の弱そうな人間ならなおさらだ。

　珀蓮は一瞬広兼を睨んだが、あとはむっつりと黙り込んだ。

　南の王子は怪訝そうに眉宇を寄せた。北の王女は傲慢で高飛車ではあるが、それにしても様子がおかしい。

　彼はなおも珀蓮に声をかけようとしたが、それを若い母親の声が遮さえぎった。

「あの」

　彼女は蒼そう白はくだった。両手を膝ひざの上に置き拳を作って震ふるわせている。こちらを見ようとはせず、俯うつむいてはいたが、それでも声だけは振ふり絞しぼって続けた。

「あの、どうか、うちの子を見つけてください」

　広兼はぎょっとした。見る間に彼女の目に涙がたまり、ぼたぼたと握り締めた拳の上に零こぼれ落ちた。

　それでも彼女は続けた。

「お願いです。あの子は何も悪くはないの。どうか助けて」

　そしてついに彼女は両手で顔を覆ってむせび泣き始めた。

　ここにいたのが鳥とり代しろであったなら彼はさっと立ち上がり、彼女を慰なぐさめるためにあらゆる言葉を尽くしただろう。

　しかし南の国の賢者の王子は、女性のこういうところがまったく理解できなかった。

　はっきり言って、肩を震わせしゃくり上げて泣く女性を見ていても慰めようとは欠片かけらも思えない。助けてと、そう言って泣くくらいならなぜこうして家の中に閉じこもっているのか。理解に苦しむ。

　王侯貴族の中でもこういう女性は多い。ワイン一つ取るにしても、しなを作って取ってきて欲しいと頼んだり、あまつさえ酔よったことをワインを取ってきた紳しん士しのせいにしたりする。もちろん広兼もそれが誘いなのだとわからないほど朴ぼく念ねん仁じんではないが、広兼は彼女達のそういった行動に嫌けん悪お感かんさえ覚えた。

　けれど今この場で彼は鳥代の部下である調査隊の隊長という立場にある。おそらく遠くない未来に一国を治める王になろうとする悪友のために、目の前で泣く女性をないがしろにする行動を我慢できるくらいには、彼は紳士的だった。

「お約束します」

　広兼は言った。こういう時は、大げさなくらいに言った方がいい。

「あなたの子供を、必ずあなたのもとへお返しします」

　すると母親は目の前の机の上に突っ伏して、さらに声を大きくして泣き始めた。

　これにはさすがの広兼も驚きを隠せなかった。次の言葉を考えあぐねていると、珀蓮ががたりと立ち上がった。

「行くわよ」

　彼女がそっけなくそう言って家を出て行ったので、広兼もまた不満気に眉間に皺を寄せながら家を出たのだった。

「あれはなんだ」

　広兼は家を出て少しすると憤ふん慨がいしたように言った。

　せっかく彼が優しい言葉をかけたというのに、なぜさらに声を上げて泣くのか。

「まったく理解しがてぇ」

　だから女性というものは苦手なのだ。嫌いと言ってもいい。早苗は彼の唯一の例外だった。もし彼女が一粒でも涙をこぼしたのなら、彼は大慌てで彼女を慰めるだろう。恋とはそれほどに、人を変えるものなのだ。

　日は傾き始めている。

「広兼」

　珀蓮がやっと口を開いた。

「わたくしはあの母親のことを少し調べたいわ」

　南の王子は怪訝そうに眉宇をひそめた。

「はぁ？」

「そういうものはどこでわかるのかしら？　そういうものを調べる特別の機関があって？」

　ずっと城の奥で暮らしてきた北の王女は基本的に世間知らずだ。けれどそういう部分を恥ずかしいと思って口にしないほど馬鹿ではない。

「例えば何を調べたいわけ？」

　広兼は念のために聞いてみた。

「性格素行経歴すべてよ」

「なんで？」

　問うと、麗しき白雪姫は微笑んで答えた。

「あの女が気に入らないからよ」

「……」

　鳥代に次に会った時、結婚をもう一度考え直せと説得することを心に誓ちかった広兼だった。
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　彼女を見失ったと気付いた時は血の気が引いた。王おう伊いはすぐに走りだして、少し小柄な彼女の姿を捜さがした。

　彼はこの商店の立ち並ぶ通りを端から端まで捜したが、彼女らしき人影はまったく見当たらなかった。外套の下に背負った剣は、こういう時役に立たない。

　彼女は昔から好奇心が旺おう盛せいで、何かに夢中になると周囲の声をまったく聞かなくなることもしばしばだった。本ばかり読んでいたので知識は豊富だが、あまりに世間知らずで基本的に他者を疑わない。噓うそをつける人間なら彼女を騙だまして連れて行くことなんて赤子の手を捻ひねるより簡単なことだろう。なにせ彼女は、彼女の両親のことでさえ一度も悪く言わなかったのだ。

　それを知っていたのだから、自分はたとえどんなに他に気にかかることがあったのだとしても、彼女から目を離すべきではなかった。

「新しら祢ね……」

　赤セイ穏オンと、聞いた時に思い出したのは西の王の妻の部屋にあったたくさんの赤セイ穏オン織だ。王伊と血の繋つながらない王の妻は、息子である第一王子が赤セイ穏オンの方へ視察に行くたびに買ってくる赤セイ穏オン織をとても気に入っているという。

　世よ継つぎの王子が国内を見て回る時期というのは大たい概がい決まっていて、赤セイ穏オンのある北方は春が多い。その程度のことは知っていたので、王伊はその村の名前を聞いた時少し躊ちゆう躇ちよした。

　なるべくなら会いたくはない。咄とつ嗟さにそう思ったのは、幼い頃からずっとそのように思いながら王宮の隅にいたからだろう。

　第二王子としてこの世に生まれ落ちた瞬間から自分は必要とされない子供だった。それに気付いていたから、ずっとひっそりとして生きてきたのだ。

　でももうそれは自分だけの問題ではない。

　そうではなくなってしまった。

　彼女が。この腕の中に戻ってきてくれたから。

　赤い髪と赤い眼。天上の甘かん露ろのような甘い声と優しい手。二百年前の自分にはなかったこの屈託を話せば、彼女はなんと言うだろう。

　王宮から来た手紙を思い出すと、怒りが湧わき起こる。

　あの人達にはもう怒る意味さえ見み出いだせないと思っていたというのに、彼女に投げられた暴言はこんなにも簡単に殺意を起こさせるのだ。

　どちらかを選べと言われれば迷うことなど何もない。

　むしろそう言われた方が自分は嬉き々きとして背負っていた王族としての責せき務むやしがらみを捨てただろう。

　けれどそれはきっと彼女が喜ばない。

　二百年前に戻りたいと心から願うのはこういう時だ。自分にはなんのしがらみもなかった。あるのはただ彼女という存在だけだった。彼女は、仮にも友と名の付くものを得た二百年後の自分を喜んでいるようだから口にはしないが、友人も家族もなくただ彼女と二人だけであった世界の方が、自分には間違いなく幸せだったのだ。

　自分を案じてくれる二人の友人はかけがえのないものだと思う。一人は女好きで、一人は恋狂いだが得がたいものだ。

　それでも時々すべてを捨てて彼女を攫さらっていってしまいたいという衝しよう動どうにかられる。

　それを抑え込んで。

　彼女の優しい声に耳を傾けて。

　俺達を捨てるなという、友人の言葉を刻きざみ込んで。

　この地に立つ。

　それがひどく難しいことのように思える時がある。

　自分はたぶん人より冷れい淡たんで心が狭いのだ。

　大切なものを多く持つことができない。一つだけでいいと思っている。その一つを。その意思さえ無視して真ま綿わたで包み込み自分が選んだ景け色しきしか見せたくないと思っている。

　そして同時にそう思う自分を、正そうとは思わないのだ。

　これでいい。間違っているのだと思っていても、変える気はない。

　すべて自分のためなのだ。

　彼女をいとしいと思うのも。

　友人達をどこかで切り捨てがたいと思っているのも。

　けれどそれでもそれらをすべて捨てて、彼女だけを連れてどこかへ行きたいと願うのも。

　すべて自分のためなのだ。

　あまりにも狭い心のために、他者を気き遣づかう余裕がない。だから彼は、心のどこかで友人達を尊敬していた。

　彼らは王伊とは違う。決定的に、違うのだ。

　もう一度、彼女を見失った場所まで戻ってみようと思い踵を返した西の王子は、その時向こうからやってきた人物を見てはっとした。

　背が高く、顔が見えなくても堂々とした風格がある。少し長めの髪の下にある眼は細く、狡こう猾かつな蛇へびを思わせた。

　その男は王として必要なものはすべて持っているように見えた。統率力、政治力、広い視野と、行動力や決断力。そして残ざん忍にんであるということも、王としては必要な要素だろう。

　ただ彼を損そこなうものがあるとすればただ一つ。その出生だけだった。

　王伊にはそれがどうしてそんなにも障害となるのか理解できなかったが、どうやら彼や彼の周囲の目には、その一つがどうしようもなく落としがたい染みのように映るらしい。

　彼が、第二妃の腹から生まれたという事実が。そして厭いとましい第二王子が国王の寵ちよう愛あいした正妃から生まれたという事実が。

　すべてを狂わせている。

「王伊ではないか」

　右手で剣の柄つかを摑つかみたい衝動を抑え込む。親しげに話しかけてくるその声とは裏腹に、王伊は全身を緊張させた。

　まず浮かんだ疑問は、なぜ自分がここにいることに驚かないのかということだ。同時に当然だと思う。自分はずっと監かん視しされている。国を出てもなお、この男の視界の中にある。

　吐はき気けがした。

　王伊は鳥とり代しろや広ひろ兼かねとは決定的に違う。どちらかといえば限りなく、目の前のこの兄たる男に近いだろう。

　大切なものをただ一つ見定めて、それ以外を切り捨てる。

「お久しぶりです、兄上」

　絞り出すようにそう声を吐き出した。

　心の中でただお守りのように、繰り返し彼女の名前を唱となえた。







　２　犬に嚙まれた







　彼はある目的で《赤い森》を訪れていた。

　もちろん一人ではない。護ご衛えいとして数人は連れているし、職人も数人。

　彼の目的は塔とうだった。

《赤い森》に建つ塔。眠ねむり姫ひめの眠っていた塔だ。

　中央の主しゆ塔とうが一番大きく、その周りに渡わたり廊ろう下かで結ばれた三本の枝し塔とうがある。調べた限り主塔には寝室がいくつかと台所や食堂はもちろん、七本の柱に支えられたダンスホールさえある。

　一国の王女が長い眠りにつくために建造されたその塔は、数人の人間が十分に住める環境であった。

　ただ建造物自体は二百年前に建てられたものであるので、それなりに傷いたみはあるし手を入れるべきところは少なくないだろう。彼は職人に塔の中をくまなく調べさせ、建て直しに必要な日数を正確に算出させようとした。

　彼の父がまだ健けん在ざいとはいえ、その跡あとをいつかは継つがなくてはならない。

　彼が自由に行動できるのは今しかないのだ。なるべくなら早くこの塔を人が住める状態にしたい。彼は切にそう願っていた。

　さて、その彼がその小屋の存在に気付いたのは、一度塔の中を見て回ってもう一度外観を見てみようと勝手口らしきところから出た時だった。

　かつて庭があったのだろう広さのある場所の外はずれに、一軒の小屋が建っていたのだ。

　彼は目を丸くした。

　あんなものがあることに今の今まで気付かなかったのだ。

　護衛役も職人も今は塔の中にいる。彼は一人でその小屋に近付いた。

　それはひどくみすぼらしい小屋だった。壁かべは乾いた土でできていて、窓は割れている。彼が少し警けい戒かいを露あらわにしたのは、中に人の気配がしたからだ。

　腰こしに剣は下げている。

　友人ほどではないにしても、彼もそこそこに剣を使えた。彼は腰に下げた剣ではなく、まずその横に飾りのようにして下げた小剣を抜いた。女性が持っている懐かい剣けんと同じくらいの大きさで、狭い場所で戦うのにはこちらが適てきしている。

　彼はそれを右手に持ち、扉とびらの横に静かに立った。

　やはり中から人の話し声がする。割れた窓は高いところにあって、覗のぞき込こむことはできなかった。しかし気配は二、三人だ。それもかなり無防備な様よう子すである。

　彼は一度息を吸って吐はくと、小屋の扉を思い切り蹴け飛とばして相手を怯ひるませ、中に飛び込んだ。

「……んん？」

　彼は間抜けな声を出した。

　次の瞬間、大音おん声じようが森の中に響ひびいた。
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　料理はすべて早さ苗なえが作ったらしかった。

　青野菜とベーコンのサラダ。大魚の香こう草そう風ふう味み焼やき、季節の野菜と卵の汁入り焼皿、焼きたてのパンと、色とりどりの果くだ物もの。鳥とり代しろの屋敷でも彼女は時々その料理の腕うでを振るっているが、その味は王宮のそれに見み劣おとりしない。一同は舌した鼓つづみを打って朝食の席についた。

「王おう伊い、見苦しいぞ」

　広ひろ兼かねが不ふ愉ゆ快かいそうに言った。彼の視線の先には赤い髪かみの王女の座る椅い子すに自分の椅子をぴったりとつけて、寸すん分ぶんの隙すき間まも許さず彼女にくっついた西の王子がいる。

　実は彼は昨さく晩ばんからずっとこんな調子だ。

　どうやら昨日きのうは外で新しら祢ねとはぐれたらしく、新祢は一人で先に教えられていた菜な名なの家に戻ってきた。しばらくして戻ってきた王伊は、新祢の姿を見つけると飛びつくように彼女に抱きつき、夜寝る時まで決して彼女を離そうとはしなかった。

「今日は皆様どうなさるんですか？」

　菜名が聞いた。

　赤ん坊はこの小さい食堂の隣の部屋で寝かされている。昨晩早苗と赤ん坊は菜名の家に泊とまったが、他の四人は住宅側から出た路地のすぐ真向かいにあった小さな宿に泊まった。そこは部屋が五つあるだけの小さな宿で、食事をする場所もなかったがベッドは清せい潔けつで寝ね心ごこ地ちはよかった。

「村の人に話を聞きたいですね。不ふ審しんな者を見かけなかったかどうかとか」

　パンを千切って広兼が答えた。

　このパンは宿屋の主人からの差し入れだ。調査隊が来ているという噂うわさは、この小さい村の中にあっという間に行き渡っているらしい。

「結局子供の親達からはこれといった情報が得られなかったし、圧倒的に情報が足りない」

「わたくしは織り屋に行くわ」

　織り屋とは、織物の図案の参考になる図書を蔵ぞう書しよし糸を販売する店で、赤セイ穏オンの中では組合が経営している。織り屋は女性が集まるサロンのような雰ふん囲い気きを呈ていしていて、いろいろな話が聞けるかもしれないと昨晩菜名が教えてくれたのだ。

「じゃあまた別れるか。俺と珀はく蓮れんで織り屋に行って、新祢と王伊と早苗は商店街の方へ」

　赤ん坊は菜名が見てくれることになっている。しかし広兼の言葉を聞いて菜名が慌あわてて言った。

「あの、広兼様も織り屋へ？」

「何かまずいんですか？」

　広兼に聞かれて、菜名は困ったような顔をした。

「織り屋には基本的に女性しか行きません。結構、その、そういう独特な雰囲気がありまして……」

　なるほど、赤穏では機はた織おりは女性の仕事だ。組合に男性しかいないように、織り屋には女性しかいないのだろう。

「では妾わらわが珀蓮と共に行こうかのう」

「新祢！」

　王伊が悲ひ鳴めいのような声を上げる。彼は今もぴったりと彼女にくっついて離れない。

「今日一日この腰こし巾ぎん着ちやくを付けて歩かねばならないのかと困り果てていたところじゃ」

　恋人の冷たい言葉に、西の王子は衝しよう撃げきを隠かくせない様子で青ざめた。

　広兼が眉み間けんに皺しわを寄せている。

　ずっと後宮の奥で暮らしていた白雪姫と二百年間眠っていた眠り姫は、同じくらい世間知らずだ。その二人だけにして行動させることの無む謀ぼうさは、火を見るより明らかだった。彼の考えていることを察さつしてか、早苗が柔やわらかく笑って広兼に言った。

「私も二人についていきますね」

「……」

　確かにそれが望ましいかもしれない。

　しかし王子が一人ずつ付いてももてあますこの姫君達を、早苗一人に任せてしまっていいものか。というか危険を呼び込む確率が高そうなこの傲ごう岸がん不ふ遜そんで高たか飛び車しやで世間知らずな北の王女と早苗を一緒に行動させたくないというのが、南の王子の本ほん音ねだった。

「あの、よければ私もご一緒しましょうか？　織り屋は女性ばかりで少し特別な場所なので……」

　菜名が言った。

「……そうですね」

　四人もいれば、少しは安心だ。菜名は良りよう識しきのある大人おとなの女性だし、他国の、とはいえ守るべき『国民』が一緒であれば、王族として誇ほこり高い珀蓮もあまり無茶はしないだろう。

「え、でもそうしたら赤ん坊は？」

　王伊が声を上げた。

「言うな」

　広兼はすぐ言った。

　そんなことは先刻承知だ。

　守るべきものを守るためには、どんな試し練れんだって乗り越えなくてはならないのだ。





[image: ]






「お二人は結けつ婚こんされていらっしゃるんですか？」

　織り屋に向かう途中で菜な名なが後ろを振り向きながら聞いた。彼女の隣を早さ苗なえが、その少し後ろを新しら祢ねと珀はく蓮れんが歩いている。

「婚約中じゃ」

「早苗様と広ひろ兼かね様は」

「婚約中です」

「あら」

「珀蓮も、あの二人のご友人と婚約されているのですよ」

　早苗が教えてあげると、菜名は少し笑った。

「仲がよろしいんですね。皆様結婚されても近くに住まわれるんですか？」

　それはありえない。三人の夫となるべき男は皆一国の王子だからだ。

「いいえ。離れてしまうんです」

　早苗は残念そうに言った。新祢と珀蓮は何も言わない。

　彼女達はお互いに、初めてできた年の近い同性の友人だと言えた。新祢や珀蓮はもちろん、早苗も母親が死んでからはほとんど友人と呼べる存在を持っていない。早苗の側そばにいたのは使用人や母親と同じくらいの歳としの女性ばかりだったからだ。

　できれば三人すぐ会えるような距離に暮らしたいが、そうもいかないだろう。王子の妻つまは、その王宮に住まうものなのだ。

　婚約を発表してすぐに広兼が南の国に戻ろうとしなかったのは、そういう自分の気持ちを汲くみ取ってくれたからだろうと早苗は思っていた。早苗は新祢のことも珀蓮のことも大好きだし、義あ姉ね達のことだって心配は尽つきない。この一月の最初の頃は、二日と空けずに木トー蓮リアに様子を見に行ってしまい義姉達に怒おこられたほどだった。

「ああ、ここですよ」

　言って菜名は指差した。織り屋は家が二つか三つほど集まったくらいの大きさの建物だった。二階もあって、窓の向こうには色いろ鮮あざやかな日ひ除よけがかかっている。

　例えばこれくらい大きな家で、六人で暮らせたら楽しいだろう。

　そう思ったが、早苗は口にしなかった。

　叶かなわない夢を口にできるほど、彼女は夢む想そう家かではなかったからだ。

　早苗は、この赤セイ穏オンから戻ったら広兼に自分はもう大だい丈じよう夫ぶだと言おうと思っていた。この国を離れても大丈夫だと。

　そうしないと、頭のいい彼女の王子は、ずっと国に帰ろうとしないかもしれない。

　織り屋の一階は、甘あまい香りが充満していた。事前の菜名の説明によると、広い玄関を入ってすぐ左の部屋でお茶やケーキが楽しめて、右の階段を上ると図書や糸を並べた部屋、それに広い作業室があるらしい。この甘い匂においは明らかに左方向の部屋からで、しかも窓からこちらの様子が見えていたのか、菜名が入るとそちらの部屋からたくさんの女性が湧わき出てきた。

「菜名！」

「菜名」

「大丈夫？」

「心配したのよ」

　彼女達は菜名だけでなく早苗達も取り囲んだ。

「あら」

「やだこの子達は？」

「すごい美人！」

「見てこの子の色！　信じられないこんな赤がある？」

「この子の眼めの青も綺き麗れいよ」

「どこから来たの？」

「菜名、この子達は誰だれ？」

　早苗達は目を白黒させた。珀蓮さえも絶ぜつ句くして言葉が出てこないようだ。もともと珍めずらしい外見を持つ三人の姫君であったが、こんなにあからさまに好こう奇きの目を向けられ声をかけられたのは初めてだった。

「皆落ち着いて。この方達は領主様が送ってくださった調査隊の方々なのよ」

　菜名が説明すると、女達は怪け訝げんそうに早苗達を見た。

「この子達が？」

「調査隊？」

　当然の反応だろう。彼女達の目の前にいる三人の女性は、どう見たって調査隊には見えない。どこかの一座の歌姫達だとか言われた方がしっくりくるだろう。三人とも、それくらい派手な外見だった。

「学者様なのですって」

　菜名は三人を紹介した。正確には、早苗は赤ん坊の世話係として調査隊に同行していることになっているのだが、あえて否定はしなかった。学者というのも、所しよ詮せんは噓うそなのだ。

「学者様？」

「本当に？　ではこの子達が名な尋ひろを見つけてくれるの？」

　女達は期待と不安の入り混じった視線で三人を見つめた。これに答えたのは早苗だ。

　彼女はその人を落ち着かせる雰囲気でもってにっこりと笑って言った。

「最大限の努力はします。皆様のご協力が不可欠ですが」

「……」

　女達は目を見合わせた。そして何かを申し合わせたようにこくりと頷うなずくと、何人かが早苗達の腕をがしりと摑つかんで引っ張った。

「なっ」

　そのあまりに不ぶ躾しつけな行動に珀蓮は抵抗を示そうとしたがかなわず、三人は瞬またたく間に彼女達が出てきた部屋に連れ込まれて椅子に座らされた。菜名も同じように椅子に座らされて目を白黒させている。

　数人の女が彼女達の前に椅子を持ってきて座った。他の何人かはその後ろに立っている。彼女達の前にはテーブルがあって、そのテーブルには淡い色の糸で織られた赤セイ隠オン織がテーブルクロス代わりに掛けられていた。すぐにどこからか紅茶が用意される。

「なんでも話すわ」

　椅子に座った女の一人が言った。痩やせていて、目が鋭い。女達の中でリーダー的存在なのかもしれない。

「だから名尋達を見つけて」

　名尋は菜名の息むす子この名だ。

　女達はきりりと引き締めた表情で三人の学者様を見ている。それらはまるで懇こん願がんするような、脅きよう迫はくするような、強い眼まな差ざしだった。

「……」

　菜名はなんと言っていいかわからない様子だった。困ったように目を彷徨さまよわせている。

「菜名」

　彼女の名前を呼んだのは、菜名の隣に座ってその手を握った女性だ。茶色がかったふわふわの髪をしている。

「痩せたんじゃない？　ちゃんと食べてるの？」

　確かに菜名は息子が行方不明になってからあまりきちんと食事を取っていないようだった。

「心配したのよ、皆。利り野のも家から出てないみたいだし」

　利野は行方不明になった兄きよう弟だいの母親の名前だった。息子を一度に二人見失った母親の憔しよう悴すいはひどいらしく、父親の方も仕事には出ているものの疲れた様子が拭ぬぐえないらしい。父親には、昨日新祢達が会いに行っていた。

「菜名」

　彼女はもう一度菜名の名前を呼んだ。

「菜名。元気を出して。名尋はきっと大丈夫よ。無事でいるわ」

「……」

　菜名は何かを言うように口を開いたが、その口から言葉が出てくる前にその頰ほおをぽろりと涙が伝った。違ちがう女が彼女の背中を優やさしくさする。そうすると次から次へと菜名の目から涙が出てきて、彼女はついに小さくしゃくりあげた。それを手を握っていた女が抱きしめる。

　菜名をここに連れてきてよかった。

　早苗は安あん堵どした。泣くことができるかどうかというのは、とても重要なことだ。菜名はずっと我が慢まんしていた。心が壊れてしまいそうだった。

　本当によかった。

　早苗が笑う横で、珀蓮が出された紅茶を一口飲んだ。唇くちびるを湿らせてから、彼女は口を開いた。

「なんでも話すと言ったわね？」

　珀蓮のそのあまりに澄すんだ声こわ音ねに、女達は居住まいを正した。

「二、三聞きたいことがあってよ。それにやって欲しいことも」
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「おかしなことぉ？」

　男は片方の目をぎょろりとひんむいて言った。

「教えてやってもいいけどよぉ。お兄さんこんなところに赤ん坊連れてきちゃだめだよぉ」

「若いうちにこういうところには連れてきた方がいいだろう。それより何かあるのか」

　背中に赤ん坊をくくりつけた広ひろ兼かねがぐいと身を乗り出す。彼の後ろに座った王おう伊いが口を大きく開けて変な顔を作ると、背中にくくりつけられた赤ん坊がにこにこと笑った。

　表の看板には食堂兼酒場とあったが、明らかに酒場の色の方が強い。店内は薄うす暗ぐらく、それでも数人の男女が席に座って酒を飲んだり普通に食事を取ったりしていた。

　この店を選んだのは人通りの多い商店街に面していて大きな窓があり、早朝から夜中まで営業しているからだ。例えばこの店に入り浸っている暇ひまな客なら、窓の外を怪あやしい人間が通っていたら気づいているかもしれない。

　酒臭い息を吐いて顔を赤くした男は、しかし広兼の背中の赤ん坊を気き遣づかうような様子を見せてから口を開いた。

「いつだったかなぁ、夜中にさ、魔女がそこを通ったんだよ」

「魔女？」

　広兼は軽く眉間に皺を寄せた。

「そおだよ。こう、背中を丸めててな、のっそりのっそりと歩いてんだよ。俺ぁさ、ちょうどこの席で眠っちまってて目を覚ましたところだったんだけどよ、ばっちり見たんだよ。ありゃあ間違いなく《赤い森》の魔女だ」

「どうして《赤い森》の魔女だと思う？」

「そいつは森の方へ歩いていったんだよ」

「待て。この村からは直接森へは入れないはずだろう？　崖がけがあるはずだ」

「そおだよ。だから魔女だってんだ。そいつぁさ、ずっと歩いて崖のある方へ行ったんだよ」

　崖の側に家はなく、村の人間はそこへ近づくことを固く禁じられているという。

「それはいつだ」

「ああ？　ええと、最近だよ最近。なぁ！　俺がここで寝たのいつだっけ？」

　男はカウンターの女性に向かって大声を出した。

「知らないよそんなこと。あんたがここで寝るのはいつものことだろ」

「あああ最近なんだよ最近。待てよ待て待て思い出すから」

　その時、がしゃんというガラスの割れる音が店内に響いた。

　振り向くと大おお柄がらな男が一人立ち上がっていて、手に割れた酒さか瓶びんを持っていた。その足元には小綺麗な身なりの男が座り込んでいる。

「んだよてめぇしつこいんだよ！」

　大男はさらに椅子を蹴り飛ばして怒ど鳴なった。

「しょ、商売に失敗したんだかなんだか知らないが、貸した金は返してもらわないとこ、こ、こっちも困るんだ！」

　腰を抜かした様子の男が青ざめながらも言い返す。

　店内は重々しい空気に満ちて、扉の近くに座っていた男女はそそくさとその場から逃げ出した。こういう店である程度日常茶さ飯はんな光景ではある。その証しよう拠こにカウンターに立った女性はまったく動どう揺ようしておらず、手元を見るとどうやら壊したものの金額を計算しているようであった。

　しかし生後数ヶ月の赤ん坊がそんなこと知るわけがない。大きな音に驚いたのか、広兼の背中にくくりつけた赤ん坊が火がついたように泣きだした。

「うるせぇぞお！」

　大男がこちらに向かって怒鳴る。酒臭い息の男はひぃと声を上げて縮ちぢみ上がったが、彼の前に座る二人の男は微み塵じんも恐おそれる様子を見せなかった。それどころか広兼は不ふ機き嫌げんそうに舌打ちをして、王伊ががたりと立ち上がった。背に負った剣を抜くまでもない。彼は近くに立てかけられていたモップを手に取った。

「いい？」

　一応賢けん者じやの王子に確認を取る。

「ぶちのめせ」

　広兼はただ一言言った。

　まったく、泣いた赤ん坊をあやすのにどれだけの労力がいると思っているのか。

　広兼は大きなため息をついて背に負った赤ん坊を腕に抱かかえなおした。赤ん坊は顔を真っ赤にして泣いている。はっきり言って可か愛わいくはない。

「あーはいはいよしよし。今お兄さんがあの悪いおじさんを退治してくれるからなー」

「お、お、お、おいやめとけ。あいつ、もと傭よう兵へいで、足に怪け我がして引退したけど腕うでっ節ぷしは並大抵じゃねぇんだ」

　この大陸での傭兵の仕事は用心棒の類たぐいがほとんどだ。商人の荷を山さん賊ぞくなどから守る傭兵が多く、そのほとんどは商人と一定期間契約を結んで仕事をする。そういうわけで商人との結びつきが強くなり、引退後は商売の道に進む傭兵も少なくないのだ。

「ああん？　なんだお前やんのか」

　王伊は笑った。眼鏡めがねを掛けた優しい風ふう貌ぼうの彼は、どうみても目の前の大男の小指一本で泣かされそうだ。

「うるさいってさ」

　彼は曲芸のようにモップの柄えを回しただけのようにしか見えなかった。けれど次の瞬間にはばきっと痛そうな音がして大男はその場に昏こん倒とうした。一度椅子の上に倒れて椅子を倒し、そのまま床に転がる。

　柄が顎がつ下かに当たったのだ。場が静まり返って赤ん坊の泣き声だけが響く。男は完全に気を失っているようだった。

　助けられた形になるはずの小綺麗な身なりの男さえ、青ざめた様子で王伊を見上げた。

「な、な、な」

「貸したお金を返してもらうのは当然だけどさ、無理に取り返そうとすると嚙かまれて死んじゃうよ。あと、貸す相手も選ばなきゃね」

　彼は極きわめて優しい口調でそう言ったのだが、男には悪魔の言葉のように聞こえたのかもしれない。彼はひぃと声を上げてその場から逃げ出してしまった。

　周囲を見渡すと皿とコップが落ちて料理もひっくり返っている。どうやら昏倒しているこの不届きな大男はテーブルの上の食器をなぎ倒したらしい。男が手に持っていた酒瓶の破は片へんは転がっているが、皿やコップは割れているようには見えなかった。

「これ、割れてるのは酒瓶だけみたいだけど」

　王伊はカウンターの女性に言った。

「ああ。請せい求きゆうは料理代だけにしとくさ。掃そう除じはやらせるがね」

　無用な借金が増えるのは避さけられたらしい。王伊は「ふうん」とだけ言うと、広兼のところに戻ってきた。赤ん坊はまだ泣いている。

「どうしよう」

　彼は初めて困ったような顔を見せた。

「外出るか。ここは空気が悪わりぃ」

　広兼は言うと、赤ん坊を王伊に押し付けて財さい布ふを取り出した。二人で行動するなら金きん銭せんの管理は広兼に任されるのが通例だ。王伊はいつ大立ち回りをして失くしてしまうとも限らないからだ。

「いくら？」

　カウンターの女性は笑って答えた。

「あんた達水しか飲んでないだろう。お代はいいよ」

　実際彼らが飲んでいたのは羊ひつじの乳ちちと果物のジュースだったのだが彼女にとってそれは水に等ひとしいらしい。

「じゃあこのおっさんの今日の分の酒さか代だいを払うよ。情報料だ」

　広兼は貨か幣へいを数枚テーブルの上に置いた。男はぱあと目を輝かがやかせてそれに飛びつく。

「いいのか！」

「いいけど、酒もほどほどにしておけよ。身を滅ぼすぞ」

「わぁかってらぁ。おい、酒ぇ！」

「はいはい」

「じゃ。またなんか思い出したら教えてくれよ」

「おおう任しとけぇ！」

　男は威い勢せいよく言って手に持った酒をぐいと呷あおった。







　店を出た二人の王子は些いささか途と方ほうに暮れた。赤ん坊が泣きやむ気配が一向にないからだ。

　王伊は真ま面じ目めな顔で言った。

「こんなに泣いたら死ぬんじゃないの？」

「馬ば鹿か言え」

「どうしよう」

「その辺に転がしときゃ泣きやむだろ」

「うわ、ひどい。信じられない。早さ苗なえに言いつけてやる」

「とか言いながらお前も果物の横に置くなよ！」

　商店街で売っているのは赤セイ穏オン織だけではない。村民のために果物や肉や野菜だって売られている。

「ここに置いておいたら誰か間違えて買って帰らないかなぁ」

　王伊の言葉の意味がわかったのか、赤ん坊の泣き声は一いつ層そう大きくなった。

「ちょっとお兄さん達困るよぉ」

　果物屋の店主に言われ、二人は赤ん坊を抱きなおしてそそくさとその場を後にした。

　二人はいよいよ途方に暮れた。

　いい加か減げん泣きやませないと、冗じよう談だんでなく酸さん欠けつで死んでしまうのではないだろうかと広兼は危き惧ぐした。

「お前その辺で母ぼ乳にゆうの出そうな女性を見つけて連れてこいよ」

「無茶言わないでよ。鳥とり代しろじゃあるまいし」

「口になんかつっこんだら泣きやむかな」

「余計泣くんじゃない？」

　二人はうんうん唸うなりながら商店街をうろうろした。そしてある一点で、赤ん坊はぴたりと泣くのをやめた。二人の王子はその赤ん坊の視線の先にあるものを見て怪訝そうに眉間に皺を寄せた。

「……」

「……」

　それは小さな手鏡だった。おそらく子供用の、赤く着色された石が埋うめ込まれた手鏡だ。

　赤ん坊は露ろ店てんで売られていたその手鏡をじっと見ている。生まれて数ヶ月の赤ん坊が、こんなふうにものを欲しがるなんて聞いたことがない。

　ためしに広兼がその手鏡を買って与えてみると、赤ん坊は小さな手でその手鏡をしっかりと握り締めて笑った。

「……まぁ、赤ん坊でも女だからなぁ」

　広兼は首を傾かしげながらも言った。

「泣きやんでくれたんだしいいんじゃない？」

　王伊は晴れ晴れとした顔で言う。

「崖に行くんでしょう？」

　先ほどの男は、《赤い森》の魔女が崖の方へ行くのを見たと言った。確かに《赤い森》の魔女こと北の王おう妃ひは一月前から行方ゆくえ不明だ。早苗はそれをずっと気にしている。

《赤い森》の魔女が子供を攫さらった？

　なぜ、なんのために。

「行ってみるか」

　言うと、広兼は再度赤ん坊を背中にくくりつけた。
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　女達から話を聞き終えた三人の姫君は、少し二階を見学することになった。その前に新しら祢ねが厠トイレに行くと言うので菜な名なが彼女を外にある厠に案内し、珀はく蓮れんと早さ苗なえで二階に上がってまず図書のある部屋に入った。

　図書のある部屋はあまり広くはなかったが、窓はなく書しよ斎さい特有の古い本の匂いがした。

　大おお判ばんの本が多く、台の上で開いてみると色鮮やかな図柄が描えがかれている。

「すごいわ」

　早苗は感かん嘆たんのため息を漏もらした。

　赤セイ穏オン織の図柄は円が基き調ちようになっているものが多い。円の上に複雑な文字や図形が重なり一つの模も様ようを成しているのだ。

「図柄には一つ一つ意味があるのね」

　言ったのは珀蓮だった。彼女は立って読める程度の大きさの本を開いている。

「意味？」

「そうよ。図柄一つに長い説明書きがついているわ。ちょっと文章が古くて読みづらいけれど、例えば『彼方かなたへと繋つなぐ道』とか『悪あしきものを通さず』とか。昔はお守りのようなものだったのかもしれないわね」

　早苗は珀蓮の後ろから本を覗き込んだ。なるほど黄ばんだ紙の上に描かれた模様の横に、古い書体の字がつらつらと書かれている。早苗も珀蓮もその細かい意味まではわからなかった。新祢ならすらすらと読めるかもしれない。

「お守りみたいな役目は今もあると聞いたことがあるけど……赤セイ穏オン織の歴史は古いのかしら」

　早苗はそういった本がないか書斎を見渡した。

　国ができたのは二百年前だ。魔女に魔法をかけられた王女が眠りに落ちてすぐ古き王国は滅めつ亡ぼうし、王国に仕えていた三つの一族が王都の周囲に国を作り上げた。それが今の三国の前身である。

　早苗は何冊かの本を手に取ってみた。彼女が手を止めたのは、表紙が布張りの、くすんだ色の本を手に取ってみた時だ。背表紙には擦すり切れた文字で『赤セイ穏オン史し』とある。

　書かれた文字はすべて古い書体で、早苗には到底読めるものではなかった。中にはひどく簡かん略りやく化かされた図柄や、人らしいものを描いた絵があった。最後のページに著ちよ者しやの名前があり、早苗が目を留とめたのはこれだった。

　古い書体でも、名前なら読み取れる。早苗は軽く首を傾げた。

　その時こんこんと扉が叩たたかれ、菜名がやってきた。彼女はわずかではあるが、織り屋に来る前よりも元気な様子だった。おそらく今まではずっと家の中で塞ふさぎ込んでいたのだろう。ここに来て女達に励はげまされたことは、彼女の心を少し和やわらげたのかもしれない。

「こちらにいらっしゃったんですね」

「ええ」

「新祢は？」

　珀蓮が聞くと、菜名はなんでもないことのように答えた。

「外でお知り合いの方にお会いしたようなんです。お話があるようだったから私は先に上がってきました」

「お知り合い？」

　早苗が怪訝そうに眉間に皺を寄せた。

　新祢に知り合いなどいるはずがない。彼女はこの二百年、ずっと眠っていたのだから。珀蓮もおかしいと思ったのか重ねて聞いた。

「どんな相手？」

　何やら怪訝な様子の二人に、菜名は少し戸と惑まどったように答えた。

「ええと、男性です。目が細くて、背が高くて……商人かもしれません。この村ではたまに見る方でしたから」

「下にいるの？」

「はい。ここを出たすぐのところに」

　二人は目め配くばせをした。そして菜名に、「ちょっと様子を見てきますね」と言って足早に部屋を出た。

「知り合いですって？」

「昨日、王おう伊い様と一緒の時に知り合った方かしら」

「それならいいけれど」

　二人は建物を出て周囲を見渡した。

　人は多くない。織り屋は工房街の端はしにあるからだ。

「新祢！」

　珀蓮は友人の名を呼んだ。

「新祢!!」

　今度はもう少し大きな声で呼ぶ。北の王女の声に答える者はどこにもいなかった。

　明らかに異常事態だ。賢明な赤い王女が、黙だまっていなくなるはずがない。近くで立ち話をしていた女性に、早苗が近付いて聞いた。

「ここで被かぶり物ものをした女性と男の人が話していませんでしたか？」

　新祢は織り屋の中では被り物を取ったが、外に出る時は必ずまた被っていた。

「ああ、いたけど二人でどっか行っちまったよ」

　どこかに？　なぜだ。

「どちらかわかりますか？」

「さぁ……方向としては、あっちだけどねぇ」

　商店街のある方だろうか。早苗は礼を言うと、珀蓮のもとに戻ってきた。

「珀蓮は菜名さんと一緒にいてください。私が王伊様に知らせに行きます」

　早苗が冷静な声で言った。王宮の奥でずっと暮らしていた王女様よりも、一人で大きな家の家事をこなしていた早苗の方が明らかに体力はある。自分達で捜さがそうとは思わなかった。心当たりがあるわけではないのだ。

　珀蓮が頷くのを見てから、彼女は走りだした。
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「謀はかったな」

　新しら祢ねは不機嫌そうに言った。

「人聞きが悪い。気になる女性と二人きりになりたかった男のかわいい噓ではないか」

　慶けい渦かは笑って目の前の椅子を勧すすめた。

　二人は今広い部屋にいた。織り屋からは遠くない宿屋のような建物の一室である。この部屋に連れてこられて部屋の鍵かぎがかけられて初めて、新祢は自分が騙だまされたのだと知った。

　折り入って相談事があると言われてのこのことついて来てしまったのだ。迷まい子ごになったところを助けてもらって礼をしようとも思っていたから、疑わなかった。自分の愚おろかさに新祢は少々腹が立った。

「しかし無用心だなお前は。知らない男についていってはいけないと教わらなかったのか？」

「そなたが知らない男に分類されるとは知らなんだ」

　男は声を上げて笑った。

「一度会っただけの男をそこまで信用するとは愚かしい。それではお前の王子も心配が尽きないだろう」

「……」

　新祢は眉び宇うをひそめた。

『お前の王子』。今のは比ひ喩ゆだろうか。それとも本当に、彼女の恋人が西の王子だと知っていてそう言ったのか。

　西の国の事情はよく知らない。王おう伊いが話そうとしないので、自分からも聞こうとはしなかった。しかしこの男が政敵かそれに類する者であれば、今自分は王伊の足を引っ張っていることにならないか。

　軽けい率そつな行動は控ひかえるべきだったのだ。今の彼女には薔ば薇ら一輪を咲かせるほどの魔法しか使えない。

「妾になんの用じゃ」

　新祢は注意深く聞いた。勧められた椅子にも座ろうとはしなかった。

「お前に会いたかった」

「質問の答えになっておらぬな。妾になんの用があって会いたかったというのじゃ」

「お前のことが聞きたい」

「自分の素す性じようも打ち明けず、か？」

「お前は誰だ。どこから来た？」

「それに答えると思うてか」

　新祢が鷹おう揚ように笑うと、慶渦はにやりと口の端を上げた。

「いい度ど胸きようだ」

　当然だ。新祢は二百年間、あの魔女の魔法にかけられていたのだ。この程度のことでは恐きよう怖ふの欠片かけらも覚えない。

　彼女はめまぐるしく考えていた。

　新祢はこの男を商人だろうと思っていたのだ。若くしてそれなりに稼かせいでいる商売人。だからこその自信と貫かん禄ろくだろうと。

　しかしそうではないのか。

　ただの商人が自分を攫ってどんな得がある？　この身を証明する王国さえ、もうこの時代には存在しない。今この時代に彼女に縁のある者は誰もいないのだ。騙されて拉ら致ちされたのだとすれば、目的は王伊にあると考えた方がいい。

「お前は自分にどんな価か値ちがあると思っている？」

　新祢は軽く顔をしかめた。

　どういう意い図とにでも読み取れる言い方だ。亡ぼう国こくの王女。西の王子の婚約者。そういう意味で言うのなら、彼女の持つ価値とはその二つだ。

　新祢は答えない。男は別に怒らなかった。

「では質問を変えよう。お前は何をしにここに来た」

「答える義理があると思うてか」

「私は迷子のお前を救ったはずだ」

「礼は言うたであろう」

「言葉ですべて購あがなえるならそれほど簡単なことはないな」

　慶渦は足を組み、両手を膝ひざの上に置いて落ち着いた様子を見せている。まるで傲慢な為い政せい者しやのようだ。この時新祢はこの男は商人ではないのだと確信した。そして同時に、男の頰に切り傷があるのに気付く。明らかに刃物でついたような傷だった。

「頰はどうしたのじゃ。通り魔にでも斬きられたか」

　男は一瞬問われた意味がわからないようだった。思い出したように頰に触ふれる。

「ああ、これか」

　彼は笑った。

「犬に嚙まれたんだ」

「刃物を持った犬であったのかえ」

「ああ。特大の刃物を持っていたな」

「動物に嫌きらわれるのは悪人の証あかしぞ」

「犬だって自分を殺そうとしている人間には牙きばをむくだろうさ」

　慶渦はくっく、と肩を震ふるわせて笑う。新祢は眉間の皺を深くした。

　昨日、どうして自分がこの男は大丈夫だと思ったのかわからなかった。危険の塊かたまりのようではないか。

　空気が。眼が。声が。

　抜き身の刃のように、危あやうい。

「よし、当ててみようではないか。お前がなんの用でこの赤セイ穏オンにやってきたのか」

　慶渦はとんとんと人差し指でこめかみを叩いた。

「観光か？」

「……」

「商売か？」

「……」

　答えようとしない新祢に、彼は先ほどから同じ顔で笑いかけている。

「ああ、もしかして」

　男はわざとらしく手を打った。その眼が楽しそうに細められる。頰の傷が歪ゆがむ。血はもう出ていないが、その傷はひどくいびつに見えた。

「行方不明になった子供を捜しに来たのかな？」

　新祢の全身が粟あわ立だった。
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　早さ苗なえが走り去ってすぐ、珀はく蓮れんは菜な名なと一緒に一度織り屋の中に戻った。菜名の家に戻るにしても、念のため誰かと一緒の方がいいだろう。

「私達も捜しに行かなくていいんでしょうか」

「いいのよ。わたくし達までどうにかなったら混乱するだけだもの」

　動揺した様子の菜名に言い聞かせるように珀蓮は言った。菜名はどうやら少し責任を感じているらしい。新しら祢ねとその男を二人きりにしたのは彼女なのだ。そう責任を感じるのも仕方がないかもしれない。

「その男、見たことのある男だと言ったわね。知り合いなの？」

「いいえ。でもいつも織物を買いにこられる方です。あの、たぶん、顧こ客きやくなんだと思います。その……彼女の」

　その歯切れの悪い言い方に、珀蓮はぴんときた。

「行方不明になった赤ん坊の母親ね」

　菜名は困ったような顔になった。

「そうです」

　珀蓮は黙り込んだ。

　思案にふけるその横顔もはっとするほど美しい。菜名は彼女が苦手だった。早苗のような柔らかさがなく、どうしようもなく侵おかしがたい雰囲気がある。怖こわいという感情に近いかもしれない。それでも菜名は勇気を振ふり絞しぼって聞いた。

　今しか言う時はないと思ったからだ。

「あの、珀蓮様……その、先ほど、皆に言われたことですけれど……」

「何？」

「彼女に、その、噓を」

　珀蓮は不愉快そうに目を細めた。

　先ほど織り屋の女達に囲まれた際、珀蓮は行方不明になった赤ん坊の母親について二、三質問をした。そして最後に、一つ女達に頼み事をしたのだ。

　珀蓮は腕を組んで菜名に向き合った。

「気に入らなくて？」

「私も、息子がいなくなっています。彼女の不安はわかるんです。それなのに、あんなことを言ったら……」

　珀蓮は女達に、数人で赤ん坊の母親のところへ行ってある噂をそれとなく耳に入れて欲しいと頼んだ。噂とはつまり、今村に来ている調査隊が連れてきた赤ん坊がいなくなった子に似ているらしい、というものである。

　もちろん実際そんな噂は流れていないし、菜名が見て、彼らが連れてきた赤ん坊と行方不明になった赤ん坊はまったく別人だと保証している。髪と眼の色が違うのだ。間違えようがない。

「少しでも希望があった方がよいのではないかしら？」

「それが真実なら、です。最初から噓だとわかっている希望は心を打うち砕くだきます」

　暗い色の双そう眸ぼうにすくんでしまいそうになりながら菜名が言った。

　するとようやく珀蓮はふわりと笑った。

「同感だわ。気休めの噓ならわたくしもいらない」

「なら」

「でも真実を暴あばくために必要な噓もあるのよ」

　菜名は戸惑い言葉に窮きゆうした。

「……真実を？」

　この目の前の美しい女性の言っている意味がわからない。

　何をして真実だというのか。

　ただ彼女が口にすると、その言葉は世界の真理のような響きを帯おびた。

「わたくしはね、卑ひ屈くつな人間が嫌いよ」

　珀蓮は言った。

　菜名には最初から彼女が学者のようには見えなかった。まるで気け高だかい王女のようだ。鋭するどい剣をその身の内に宿している。

「自分に不安があるくせに何も言えない。自分より優位な人間を恐れて見ているだけ」

　畏い怖ふの目。内に溜ためているものを口にしようともしない。なのに助けて欲しいと訴うつたえてくる。

　あの目。

「一目見てわかるの。そういう人間は。嫌いだから」

　王女は呟つぶやくように言った。
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　赤ん坊を連れていた二人の男の行方は簡単に知れた。

　村から少し外れた崖の手前で彼らを捕まえた早さ苗なえは、息を切らせながら新しら祢ねが見知らぬ男といなくなったと告げた。そして彼女がすべて言い終わる前に王おう伊いはその場から走って行ってしまった。

「大丈夫か？」

　広ひろ兼かねが早苗を近くの石の上に座らせて心配そうに覗き込んだ。

「飲み物を買ってこようか？」

「いいえ、だい、じょうぶです」

　早苗はまだ肩で息をしている。当然だろう。ずっと走ってきたのだ。額ひたいには汗が浮かんでいる。

「王伊様は、新祢の居場所がわかったのでしょうか」

　西の王子は新祢がどのあたりでいなくなったのかも聞かずに走って行ってしまった。

「大丈夫だろ。あの馬鹿は、新祢姫に関してはどこまでも執しゆう念ねん深いからな」

「何事も、ないといいのですが」

「新祢姫には魔法だってある。大丈夫だ」

　気休めだとわかりきったことを広兼はわざと言った。《赤い森》で溜め込んだ魔力を使い切った今、新祢に使える魔法は簡単な手品程度でしかない。それが彼女の身を護まもるとは考えにくかった。けれど同時にここで心配していても意味がないのも真実だ。あてもなく早苗達が捜し回るよりも、まず王伊に知らせに来たのは正確な判断だったと言えるだろう。

　早苗は顔を上げて笑った。

「広兼様。ずっとそうやってその子を背負っていたんですか？」

　南の王子は「ん？」と言って背中にくくりつけた赤ん坊を早苗に見せるようにした。

「お姫様はどうやら俺の背中が居心地がいいようだよ。鏡を買ってやったらご機嫌だ」

　なるほど手にしっかりと小さな手鏡を持った赤ん坊は、大きな目をぱっちりと開けて早苗を見た。早苗はにっこりと笑うと、その口の周りの涎よだれを拭ふいてやった。

「ところで、どうしてここに来たんですか？」

　早苗は立ち上がってスカートをぱんぱんと払う。

　目の前には崖があって、その上には鬱うつ蒼そうとした《赤い森》が広がっている。崖はとても登れるような高さではなく、壁へき面めんには草一本生えていなかった。ただ地面には少し背の高い草が生えている。

　地面は硬く、土は乾燥していた。こういった強い植物でないと自生できない土地なのだ。だからこそ赤セイ穏オン織がこの村では唯一の産業であり、村人の生活の支えでもある。

「数日前の夜、怪しい人間がこちらに歩いて行ったのを見たっていう情報があったからな」

《赤い森》の魔女とは言わなかった。あの男が見た人影が魔女である証拠などどこにもないし、早苗に妙な期待を抱かせたくはなかったからだ。

「怪しい人間ですか？　まぁ」

「こっちにはこの崖しかねぇからなぁ」

　こちらは崖で行き止まりだ。村の外に出ようと思うのなら、また戻って家々の間を突っ切っていかなくてはいけない。

「……子供には格かつ好こうの遊び場ですね」

　家が建っていない分少し広い土地が広がっている。禁止されているということも子供の冒険心をくすぐるだろう。大人の目が届かない時間帯であればこっそりと遊びに来るかもしれない。

　早苗は崖を作っている土壁に触れた。乾いた土がぱらぱらと落ちる。

「ここの土がこれだけ乾いてるっていうのに、上にあれだけの森があるのもおかしいよな」

「そうですね。この村は……少し特別なのかもしれません」

　崖を見上げて言った早苗に、広兼は少し眉まゆを上げた。背中の赤ん坊がうごうごと動くがもはや気にはならない。

「特別？」

「織り屋に赤セイ穏オンの歴史について書かれた古い本がありました。私には読めませんでしたが、読める字だけを拾っても、何かを、隠していたような。そんな印象を受けました」

「隠す、ねぇ」

「ああ、あとこれは偶ぐう然ぜんかもしれませんが、その本の著者の名前が……」

　その時早苗の声を遮さえぎるように「あ」と赤ん坊が大きな声を上げた。普段泣く時だけに使われるその声は、不ふ思し議ぎと人の注意を引き付ける。早苗が見ると、赤ん坊は何やら嬉うれしそうに笑っていた。

「まぁ」

　赤ん坊の視線を追った早苗もまた、思わず声を上げる。何事かと振り向いた広兼は思い切り顔をしかめた。

「あいつ」

　猫ねこがいた。

　森の中で見た黒猫だ。あの時はいつの間にかいなくなっていた。結局早苗の髪留めも取り返せずじまいだ。

　少し離れた崖の側で、あの赤い眼がまたこちらを見ている。そのままその眼に吸い込まれそうだった。

　しかしそうなる前に、黒猫は一度だけにゃあと鳴くと、たっと身軽に踵きびすを返して走って行ってしまった。広兼は一瞬追いかけようとしたが、背中に赤ん坊を背負っていることを思い出してやめた。

「なんなんだ」

　そもそもこの赤ん坊だってあの猫に誘導されて見つけたようなものなのだ。

「あそこに」

　早苗は足早に先ほどまで猫が立っていたあたりまで歩いた。そのあたりには背の高い草が密集して生えていて、崖の下の方の壁面は見えない。早苗はためらいもなくしゃがみこむと、草を掻かき分けて壁面を露わにした。

「広兼様」

　早苗は南の王子を呼んだ。

　そこには模様が描かれていた。円が基調になっていて、何やら複雑な文字のようなものや図形が重なっている。棒などで土を引っかいて描かれたものではなく、模様となっている部分だけ土が変色しているように見えた。たとえば乾いた土の上に水で絵を描いたらこうなるかもしれない。けれどそれなら時間が経てば乾いて消えるだろう。

　これはおそらく、そういった単純な方法で描かれたものではない。

　広兼は眉間に皺を寄せた。

「何か見たことがあるな」

「赤セイ穏オン織の模様です」

　早苗はすぐに答えた。ほとんどの赤セイ穏オン織の図柄は、こういった円を基調にした複雑な図形や文字で描かれている。

「おまじないでしょうか」

　言いながら早苗は手を伸ばした。

　彼女が、その模様に触れた瞬間だった。

　早苗の金色の髪がふわりと揺れると広兼はほとんど反射的に彼女の腕を摑んだ。

　音もなく土の色が変わった部分が光を帯び、模様から溢あふれ出た光はその次の瞬間には二人を包み込んだ。

　光はすぐに収束し、そして光が消えた後には、誰の影も残っていなかった。

　瞬まばたきの間に、すべては成なされたのだった。







　３　なにも恐れることなどない







　部屋に点ともされた灯あかりはゆらゆらと揺ゆれている。そう広くない部屋の中で、その灯りだけが生きて彼らを見ているかのようだった。

　睨にらみ付けてくる新しら祢ねを、男は嘲あざけるように笑った。

「私が攫さらったと思っているのか」

「そう思われるような言動をしたという自じ覚かくはあるのかえ」

「私になんの得がある？」

「妾わらわの知ったことではない。ただもしお前が子供達を攫ったのなら、それ相応の罰ばつは受けるべきであろう」

　新祢は子供を助けてくれと懇こん願がんした父親や、織り屋で泣いた菜な名なのことを思い出した。

　彼らを見ているのは辛つらかった。新祢は、子供のために涙を流したり必死になる親を見ると、ひどく複雑な気分になる自分を自覚していた。

　もし自分が同じように行方ゆくえ不明になったりしたら、彼女の父と母は同じようにして泣いたのだろうか。

　愛してはくれていたのだろう。新祢の住んでいた屋敷で生活の不自由を感じることなどなかったし、書物など、彼女が欲しいと望んだものはなんでも与えられていた。屋敷には庭があって、庭師もいた。生きる最低限以上のものを彼女の両親はいつも新祢に与えようとしていた。それは、愛しているからだろう。

　でもたぶん、愛しているのと同時に、彼らは自分をどう扱っていいのかわからなかった。

　魔女に呪のろいの魔法をかけられた王女。いずれ失う子供をどう愛していいか、わからなかったのだ。

「私が攫ったのではない」

「それを信用しろと？」

「別に信じてもらおうとは思っていない。ただこれは真実だ」

　新祢は男を睨み付けた。この時には新祢は気付いていた。

　声だ。

　彼女がこの男を警けい戒かいしなかった理由は、声だった。

　王おう伊いに似ている。声の、なんというか、色、のようなものが。彼女の王子様に似ているのだ。

　ただ一人、ずっと側そばにいてくれたあの男に。

　声だけではない。眼めの雰ふん囲い気きや、立ち振る舞い、すべてが王伊を彷ほう彿ふつとさせた。戸と惑まどうほどだ。

「私は子供については何も知らない」

「子供については？」

　新祢は眉み間けんに皺しわを寄せた。慶けい渦かが声を上げて笑う。

「察さつしがいいな。頭のいい女は嫌きらいじゃない。そうだ。私は子供については何も知らない。でも赤ん坊については私し見けんがある」

　あくまで自分は決して関わってはいない、と言いたげな言い方だった。

「おそらくあれは、行方不明、というわけではないだろう」

「実際行方がわからなくなっているではないか」

「母親が自みずからの意思で手放したのだとしても行方不明だと言うのか？」

　新祢は一瞬、言われた意味がわからなかった。

「なんじゃと……？」

　男は続けた。

「私も一応その母親とは面めん識しきがある。彼女の織る布は私の母のお気に入りでな、ここ数年はそれをよく買わせてもらっている」

　新祢は赤ん坊の母親とは会っていない。珀はく蓮れんが、どうやらその母親を気にしているようだった。織り屋でも女達にあの母親について聞いていたからだ。

　織り屋の女達の話を聞く限り、あまり人付き合いのいい女ではないらしい。織り屋に来ることはあまりなく、彼女達が知っているのは噂うわさばかりだった。その中に赤ん坊に関するよくない噂もあった。相談されたと言って進んで口を開いた女がいたが、たぶんああいう場での女性達の話は、完全に信じてはいけないものだ。

「数日前の夜、彼女が歩いているのを見かけた」

　慶渦はソファの肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをついた。

「背に赤ん坊を背負っていて、目付きが尋じん常じようではなかったから声はかけなかったが、間ま違ちがいなくあの女性だ。そして私はその三日後に彼女の赤ん坊が行方不明になったと聞いた」

「何が言いたいのじゃ」

「これは噂だが、あの赤ん坊は彼女の旦だん那なの子供ではないらしいな」

　男はずっと口の端はしを上げて笑っている。

　女達の噂。この男は自分の言っている意味を自覚していないのだろうか。彼の発言は、一人の人間の名めい誉よを傷つけるものだ。

「誰だれの子かまではわからんが、眼の色が違うらしい。それに気付いた彼女は、自分の罪つみが露ろ見けんすることを恐おそれた」

　自分達と違う色しき彩さいを持った赤ん坊。

　心当たりのあった母親は青ざめた。そして次に襲おそってきたのは恐きよう怖ふだ。ここに不実の証しよう拠こがある。

　慶渦はひどくあっさりと続けた。

「だから殺したんだ」

「黙だまりや！」

　新祢は怒ど鳴なった。

「口にしてよいことと悪いことがあろう。それもわからぬか!!」

　母が子を殺すなどあってはならない。そんなこと認められない。

　親が子を無条件に愛することができないのなら、新祢の親が彼女を愛していたのだという根こん拠きよだって失われてしまう。

　愛されていたことを見失った白しら雪ゆき姫ひめ。彼女がその父王に泣いてすべてをぶちまけた時、自分には永遠にそれができないのだと知って胸がひどく痛んだ。

　自分の父と母は、自分を愛していなかったのだろうか。ないがしろにされていた魔女の恨うらみを受けて赤い髪かみと眼になった娘を、愛することなどできなかったのだろうか。

　確かめる術すべはもうないのだ。

　彼らは失われてしまった。

　真実はもうずっとわからない。

　どうしてもっと早く父と母に向き合おうと思わなかったのか。

　信じているからと自分に言い聞かせて、真実を突きつけられるのが恐ろしかった。

　愛しているのかと尋ねて目を逸そらされるのが、恐ろしかったのだ。

「私の憶おく測そくだ」

　新祢は吐はき気けがした。何か摑つかまるものが欲しかった。

「しかしこれだけは真実だ」

　彼は世界の真理を説くように言う。

「たとえ血を分けた親兄きよう弟だいであっても、自分を脅おびやかす存在に対して人はそう寛かん大だいにはおれない。時にはその死さえ望むだろう」

　慶渦は立ち上がった。彼はひどくゆっくりと新祢に近づくと、今にも倒れそうな彼女の腕うでを摑んだ。

　赤い髪の王女は俯うつむいてはいなかった。

　青ざめながらも顔を上げて、まっすぐに男を見返している。

　男は笑った。

「いい眼だ。抉えぐり取ってやろうか」

「愛すべき者の死を望むのは心が病やんでおるからじゃ」

「血が繋つながっているというだけで愛さなければいけない理由にはならない」

　新祢は我が慢まんがならなかった。

　その声で。雰囲気で。このようなことを語られるのが我慢できなかった。

「憐あわれな男」

「殺して欲しいのか」

「殺されるわけにはいかぬ」

「そう言われるとくびり殺したくなる」

　男が新祢の首に手をかける。

　新祢はそれでも眼を逸らさなかった。今はもう彼女の髪を覆おおっていたものはない。慶渦は首を絞しめる手は緩ゆるめないで、その柔やわらかな髪を撫なでた。同時に首にかけられた手の力が強くなる。

「勇いさましいな、赤い姫君」

　その声がひどく優やさしくて、新祢は眩暈めまいを起こしそうになった。

　王伊。

　新祢は口の中で小さくその名を呼んだ。

　ぎりりと、手が骨に食い込む。息ができない。痛い。視界が霞かすんだ。髪を撫でる手だけが優しい。視界にあるはずの男の顔は、暗くなってもう見えなかった。

　怖こわいのは、死ではない。

　死は怖くないのだ。

　二百年間、彼女はずっと死と隣り合わせにいたようなものだった。

　けれど大切な人を置いていくのが怖い。彼の子供を見られないのが怖い。これから先もずっと一緒にいられないのが怖い。

　死ぬことで、失われるものが怖いのだ。

　だからそれが怖くないのは、失うものがないからだと新祢は思った。

　誰かの死を、平然と語れるということは。

　きっと、そう、いうことなのだ。

「あなたが気安く触ふれられるひとじゃない」

　新祢ははっとした。

　気付いたら彼女は解放されていて、空気が一気に肺はいに入ってきてむせた。涙ぐんだ視界の向こうであの男が倒れている。腹を抱かかえているのは、殴なぐられたからだろうか。

　誰かが自分を後ろから抱きしめていた。

　誰かなどと考える必要はなかった。

　彼は咳せき込こむ彼女の背を優しく撫でてくれた。そして先ほどの冷たい声とは別人のような、柔らかい声で言う。

「大だい丈じよう夫ぶ。ゆっくりと息をして。もう何も怖くはないよ。僕がいるから」

　涙が出てきた。

　怖いとは思わない。悲しいとも。でも勝手にそれは目から溢あふれ出てくる。

「遅い」

　新祢は言った。王伊は困ったように笑う。その目は二百年前と同じに優しい。

「ごめんね。でももう大丈夫だよ」

　ああ。と新祢は思った。

　こんなに信頼できる言葉はない。

　本当に大丈夫なのだ。

　彼がいるのなら。

　ここに、何も恐れることなどない。
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　赤セイ穏オンの日暮れは早い。

　西側に《赤い森》があるからだ。窪くぼ地ちにある赤セイ穏オンは、日が中ちゆう天てんを過ぎて少しすると《赤い森》の影に隠かくれてしまう。

　日が暮れきる前に灯り男が村中の外がい灯とうに火を点ともす。外灯の中の油は調節されていて、夜中の本当に星と月が支配する時間には、灯りが消えるようになっている。

　彼女は、その灯りがまだ煌こう々こうと点っている時間に灯りの影に隠れるようにしてある工房にやってきた。

　村の中では外灯に灯りが点ったら仕事をやめるという決まりになっていて、機はたを織っていた女はこの時間になったら夕飯の支し度たくをして、男は組合や商店街を片付けて家に帰る。ここには鍵かぎをかけるという習慣はなく、女は目当ての工房にひっそりと侵しん入にゆうした。

　彼女はまず耳を澄すませた。入り口は違うが、工房と自宅は繋がっているものだった。大抵の家が同じ構造をしていて、工房側から入ると直接寝室に近い廊ろう下かに出るはずだ。いくつかの部屋をぶち抜いて使っている工房は広く、暗かった。階下で微かすかに人の声がする。

　今日家に押しかけてきた女達の話では、昨日きのううちにやってきた美女と男も、この家で世話になっているらしい。

　女達は領主様が遣つかわした調査隊が赤子を連れていたと教えてくれた。そしてその赤子が彼女の失った子供に似ていたと。

　いてもたってもいられなかった。日が暮れるのを待って家を飛び出したのだ。夫には急用ができたと書き置きを残した。

　しかし彼女は今後こう悔かいをしていた。

　赤ん坊がどこにいるのかわからないのだ。寝室で寝ているのなら見つからずに行けるかもしれない。けれどそうでなくて階下の人と一緒にいるのだったら、こうして忍しのび込むことはまったく無意味だ。

　工房のひんやりとした暗くら闇やみの中で、彼女はようやく自分がどんなに愚おろかしい行為をしているか気付いたようだった。

　いつもそうだ。

　やってからあれは浅せん慮りよだったと気付く。

　最初生まれたばかりの赤ん坊は眼の色がはっきりとしなかった。ただ暗い色だとばかり思っていたのだ。けれど二月が過ぎて、その瞳ひとみの色が青色を帯おびているのに気付いた。

　彼女はぞっとした。

　彼女は一度だけ、過あやまちを犯おかしていた。

　相手は商人だった。名前もわからないし、西大陸の血が入っているのか眼が青く、赤セイ穏オンではあまり見ない顔だった。幼おさない頃から知っている夫は女おんな癖ぐせが悪く、前の晩もその浮うわ気きを咎とがめたところだった。だから投げやりになっていたのだ。一度だけ自分も他の男と寝てやろうという気になった。

　次の日夫は謝あやまってきて、もう二度と浮気はしないといつものように誓ちかった。彼女はいつものようにそれを許し、それで終わったと思っていた。

　けれど赤ん坊の眼の色に気付いた時、あの罪はまだ残っていたのだと愕がく然ぜんとした。

　親しい女に相談したら、これくらいの色ならわからないと慰なぐさめられた。暗い色が光の加か減げんでわずかに青く見える程度なのだ。けれどそれでも女は恐ろしかった。

　しばらく夫には暗いところでだけ赤ん坊を見せた。

　ある日それが耐たえ切れなくなって、夜中に赤ん坊を連れて家を出たのだ。帰ってきた時には赤ん坊を覆う時に使っていた布だけがあった。捨ててきたのだ。

　今考えてみても狂くるっていたとしか思えない。

　それでも頭の中はどうやったら赤ん坊がいなくなったことをごまかせるかでいっぱいだった。幸いタイミングよく夫が浮気したので、それに怒おこっているふりをして寝室からは遠ざけた。それでもずっと夫と赤ん坊を会わせないわけにはいかない。夫だって、泣き声が聞こえてこないのを不ふ審しんに思うかもしれない。

　そんな時に三人の子供が行方不明になった。

　最初はそれを利用しようとは思わなかった。けれどある日思いついたのだ。自分の子供も同じように行方不明になったと言えばいいのではないかと。

　そうすればごまかせる。子供がいなくなった母親は、周囲から憐れみの目で見られて疑われても責められてもいない。今自分の赤ん坊もいなくなったと言えば、自分が疑われることはない。そう思った。そしてすぐに村むら長おさの家に行ってそう言った。

　赤セイ穏オンの村長は高こう齢れいで、最近は寝付くことが多い。彼女は村長が苦手だったが、たまたまその日調子のよかったらしい村長は、すぐ承知してその場で領主様に嘆たん願がん書しよを書いてくれた。この時には赤ん坊を失った母親の気分に酔よっていて、涙を流して村長に感謝さえした。

　けれど本当に調査隊を名乗る男と女がうちにやってきた時に、彼女は恐ろしくなった。

　真実がばれたらどうしたらいいのか。

　彼女は恐ろしかった。うちにやってきた学者を名乗るすごい美女と、将しよう校こうを務めているらしい男の目をまともに見ることもできなかった。

　泣いたのは本気だ。

　恐ろしかった。自分の罪が暴あばかれるのが。恐ろしくてたまらなかった。

「また子供を殺しにきたの？」

　その時突然投げかけられた声に、彼女はびくりと身体からだを震ふるわせた。

　恐る恐る振り向くと、手に灯りを持った女が立っていた。

　恐ろしいほどの美女。陶とう磁じ器きのような白い肌はだ、人形のような眼に、どんな糸よりも艶つややかな黒髪。

　最初にその女を見た時、調査隊であるという理由を抜きにして恐ろしいと思った。

　こんなに美しい女が他にいるだろうか。人ではないかのようだ。きっと心の弱い者が見たら魂たましいを抜かれてしまうだろう。それくらいに、彼女は美しかった。

　その、声さえも。

「また、子供を殺しにきたの？」

　彼女はもう一度言った。

　女には喘あえぐように口を開くことしかできなかった。

　何を。

　抗こう弁べんの言葉は出てこない。喉のどに張り付いてしまっている。

　美女は微ほほ笑えんでいる。美しい。ぼんやりとした灯りが、より一いつ層そう彼女の美しさを引き立たせている。

「愚かな人」

　言われても、不ふ思し議ぎと怒りは湧わかなかった。

　その通りだと思った。

　自分は愚かだ。救いようがない、馬ば鹿かだ。







「わたくしはね、これでも目が肥こえているつもりなの」

　珀はく蓮れんは意識して微笑んだまま言った。これは早さ苗なえの真ま似ねだ。怒りを露あらわにするよりも、こちらの方が相手に威い圧あつ感かんを与えられる場合がある。舐なめられてはいけないのだ。

「邪よこしまな目でわたくしを見る輩やからが多かったから、すぐわかるのよ。あなたは悲しんでなんかいなかった。ただわたくしと広ひろ兼かねを畏い怖ふの目で見ていた」

　大嫌いな目だ。

　恐れ、目を逸らす。見つめたら自分が消えてしまうとでも思っているかのような卑ひ屈くつな表情で。それがひどく不ふ愉ゆ快かいだった。

「自分の罪が露ろ見けんするのを恐れたからだわ」

　おそらく、広兼にはわからなかったであろう。彼女の不自然さが。

　彼は、結局のところ女性というものをよく知らないのだ。鳥とり代しろならすぐ違和感を覚えたかもしれない。

　あれは子供を失って悲しんでいる母親の目ではなかった。

　罪が見つかるのを恐れて震えている子供の目だ。

　自分が悪いのだと突きつけられるのを恐れる女の目だ。

　理由は織り屋の女達の噂話を聞いていて想像がついた。夫の浮気に嫌いや気けがさして、一度だけ犯した過ち。そういったことを彼女に相談されたことがあると告げた女は、自分が人を貶おとしめることを話しているという自覚はないようだった。

　自分の赤ん坊が自らのその罪を突きつけるような色を持っていたら、殺したくなるのかもしれない。

　珀蓮はその心理を理解できないではなかった。

　彼女は人の残ざん虐ぎやく性せいを知っていたからだ。自分を邪な目で見てくる大人おとな。子供を政略の道具としか思っていないような親。

　早苗の親や自分の父王のように、純粋に子供を愛せる親の方が（彼女の父王の場合幾いく分ぶん捻ねじ曲がった愛情ではあるが）稀まれだ。特に王宮の中では。

　けれど彼らの場合、自分がそうあることを自覚しながら恐れていないからまだましだった。

　自分の勝手で子供を殺し、なおも罪から逃のがれようとした女の目を思い出すだに、珀蓮は気持ち悪さと怒りでくらくらした。

　背負えもしない罪を犯すのは、ただの馬鹿だ。

　目の前の女は、今にも倒れそうに青ざめている。愚かだと、明らかに嘲ちよう笑しようしても怒る様よう子すさえ見せなかった。

　それにまた苛いら立だつ。

「赤ん坊はどうしたの？　埋うめたの？」

「違う！」

　女は初めて声を上げた。

「違う！　違うわ！　殺してなんかいない!!」

　気が狂ったように頭を振る。

「殺してなんかいない！　私は殺してない！」

「そんな言葉で逃れられると思っているの？　あなたが殺したのよ」

「本当よ！　私は殺してない！　置いてきただけよ！　殺してなんかいない！」

　珀蓮はぞっとした。

「置いてきたですって？」

　どこに。

「そうよ！　殺せなかった！　そんな恐ろしいこと」

「どこに置いてきたっていうの!?」

　珀蓮は遮さえぎるように怒鳴った。

　まさか、そんな。どこに、置いてきたというのだ。赤ん坊を、たった一人で。何もできない赤子を。どこに。

「私は殺してない！」

　もう我慢がならなかった。

　珀蓮はつかつかと歩み寄ると、右手で女の頰を殴った。平ひら手てだったのは、拳こぶしで殴って喋しやべれなくなったら困ると思ったからだ。

「愚か者!!」

　彼女は一いつ喝かつした。

「乳児を一人置き去りにした時点で殺したも同じだ！　そんなこともわからないと言う気か！　お前の罪など今は問題ではない！　子供をどこに置いてきたか言え!!」

　間に合わないかもしれない。

　何日が経たっている？

　目の前の女は頰を押さえて呆ぼう然ぜんとしている。珀蓮はもう一度殴ってやろうと手を振り上げた。

「やめて！　《赤い森》よ！」

　女は叫さけんだ。両手を上げて顔を庇かばうようにして身体をすくめている。

「《赤い森》に置いてきたわ！」

　なんてこと。

「村を出てわざわざ？　入り口の近く？　まさか奥まで入ったのじゃないでしょうね？」

《赤い森》にだって獣けものはいる。人間の赤ん坊なんて、格かつ好こうの餌えさではないのか。

「村を出てなんかいないわ。崖がけの方から行けるのよ」

「噓うそをおっしゃい！」

「噓なんかじゃない!!」

　珀蓮は眉間に皺を寄せた。遠目に見てもあのほぼ垂すい直ちよくの崖をよじ登っていけるとは思えない。けれどこの期ごに及んで目の前の女が噓をつくとも思えなかった。

　女は上げた腕の隙間すきまからうかがうようにして珀蓮を見て続けた。目が怯おびえた子供のように揺れている。

「本当よ。崖には赤セイ穏オン織と似た図柄が描かいてある場所があって、それに触れると森に行けるわ。私知ってたの。そこからどこかへ行けるって。前に見たことがあったから。だから本当はあの子と一緒にどこかへ逃げようとしたわ。でも無理だった。恐ろしかったの。だから置いてきたの。出た場所の樹きの根元にも同じ図柄があったから、それに触れたら村に戻ってきたわ。でも森の真ん中に置いてきたんじゃないの。大きな塔とうがあったわ。近くに小さな小屋があった。その小屋に置いてきたの。大丈夫よ。きっと人がいるわ。誰かが住んでる。あの子も生きてる……待って！」

　踵きびすを返した珀蓮に、女は追いすがった。

　珀蓮は軽けい蔑べつを込めて女を見下ろした。

「言い訳など聞きたくはないわ。お前は子供を置き去りにして殺した。それ以上でもそれ以下でもない」

　女を振り払い階段を下りると、青ざめた様子の菜な名ながいた。珀蓮は一瞬だけ顔をしかめて菜名に言った。

「彼女をお願い。万が一赤ん坊が無事だった時、あれでも母親だもの」

　四人はまだ戻っていない。待っている暇ひまはなかった。一刻を争うのだ。本当ならあの女に案内させるのが一番いいのだが、あれでは使い物にならないだろう。立って歩けと説得するのに一晩かかってしまいそうだ。

　こういう時、自分では使えないと思う。早苗や新しら祢ねであったらなら、もっと他の言い方をして女を子供のところまで案内させることができたかもしれない。

　頭にきてしまったら駄だ目めなのだ。普段なら鳥代がそうなった自分を宥なだめてくれた。

　珀蓮は首を振った。

　今ここには自分しかいないのだ。他の誰かがいたらなどと思うことは無意味だ。

　彼女は外がい套とうを取った。左手に持った灯りの中の油を確認する。

　家を出ようとしたところで、扉とびらが向こうから開いた。
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　新しら祢ねは気を失っていた。

　首から顎あごにかけてが赤くなっている。王おう伊いは、怒りで頭が沸ふつ騰とうしてしまいそうだった。

　くっく、と笑い声がする。

　部屋に入ってすぐ自分が殴り倒した男は、腹を押さえて床に横たわりながら、肩かたを震わせて笑っていた。

「ま、さか。お前に殴られる日が来るとはな」

　王伊は新祢を両腕に抱きかかえて男の横を通り過ぎた。壁かべ際ぎわにあったソファに彼女をそっと横たえる。赤い髪が頰にかかったのでそれを優しくよけた。赤い双そう眸ぼうは今は白くなだらかな瞼まぶたに閉じられていて見えない。

　ここを探し当てるのに少し手間取ったのは、慶けい渦かが宿泊している宿がすぐわからなかったからだ。西の第二妃ひが赤セイ穏オン織を好んでいて、息子むすこである慶渦がこのあたりに視察に来るたび赤セイ穏オンに寄って母のために織物を買っているのは知っていた。根っからの王族である彼は、たとえ身分を隠している場合でも安宿には泊まらない。そう思ったのだが、この小さな村には安宿しかなかったのだ。

　やっと見つけた場所は、一軒の空あき家やだった。何年か前にどこかの金持ちがここを買い取ってたまに泊まりに来ると組合の人間が教えてくれた。その家に着くと中には家の外観には不ふ釣つり合あいな使用人が何人かいたので、睨み付けて主人はどこだと問うた。

　鍵かぎがかかった部屋の扉は、家の古さも幸いしてか蹴けるとバキッと悲鳴を上げて簡単に開いた。

　中の光景が目に入った瞬間には身体が勝手に動いていて男を殴り彼女をその胸に抱いていた。

　王伊は視線だけ背後にやった。

　倒れていた男が立ち上がり、その剣を自分に向けている。

　自分のとは違う細身の剣だ。細く柔らかいので、懐ふところを深く入り込んでくる剣。

　慶渦、という名のその男は、王伊の唯一の兄だった。顔が似ていると思ったことはないが、声は似ているとよく言われた。

「頰に傷をつけられただけでは足りませんか」

　慶渦の頰の傷は王伊がつけたものだった。昨日この村で会った時だ。彼の剣は切るためのものではないが、使いようによっては薄うす皮かわ一枚切ることくらいならできる。

　あの時、慶渦は親しげに話しかけてきた。

『王伊ではないか』

『久しいな。元気か？』

『手紙は読んだか。きちんと女とは手を切ったのだろう。もし金が必要なら工く面めんはする。後々問題にならぬようにしろよ』

『……しかし、赤い髪に赤い眼を持つ女とは。《赤い森》の魔女だったのかもしれんな。わかっている。お前もだまされたのであろう』

　それが限界だった。

　王伊はそのとき。初めて兄の前で剣を抜いた。

　殺すつもりで、剣を抜いたのだ。

　実際あれが人通りのある通りでなかったら、殺していたかもしれない。

　慶渦は笑う。

「それも驚おどろいた。お前が私に剣を向けるとは」

　王伊も驚いていた。

　自分がこんなにも簡単にこの兄に剣を向け、拳を向けることができるということに驚いていた。ずっとそれは侵おかしがたい禁きん忌きのように思っていたからだ。剣の柄つかを摑みそれをこの兄に向けてしまったらすべてが終わると思っていた。

　けれどあの時、そんな逡しゆん巡じゆんは一瞬たりとも浮かばなかった。

「兄上が彼女を侮ぶ辱じよくするからでしょう」

「そんなに怒るようなことか？」

　この兄はたぶん彼女のことを調べたのだろう。弟が他国で公表した婚こん約やく者しや。その素す性じようを。けれど何もわからなかった。当然だ。彼女はずっと森の中にいた。わかるはずがないのだ。誰にも知られることなく眠っていたのだから。

「《赤い森》の魔女と、あの女を呼んだことが？」

　王伊は剣の鞘さやを背負っていた留め具を外はずし、鞘ごと背中で一振りして慶渦の剣を弾はじいた。そのまま鞘を部屋の隅すみに投げて身体を反転させ、構かまえる。鞘はきちんと厚い絨じゆう毯たんのある方に投げたので大きな音はしない。彼は兄と対たい峙じした。

　兄は笑っている。

「お前がそんな眼をするとはな」

　王伊は自分が今どんな顔をしているのかわからなかったが、新祢が見たら悲しい顔をするかもしれないと思った。彼は今明確に、目の前の男に殺意を抱いだいているからだ。

「お前への手紙には母上の言葉を借りて『馬うまの骨ほね』と書いたと思うが、あれにも怒ったのかな？」

　先日西の国の紋もん章しようと共に王伊に届いた手紙には、どこの『馬の骨』とも知れぬ女との結婚は認めないといったようなことが書いてあった。

「あれにもぶち切れましたが、『《赤い森》の魔女』ほどじゃない」

　王伊は。

　実際まだ《赤い森》の魔女を許してなどいない。

　許せるはずがない。新祢が、まったくあの魔女を憎にくんでいないのが信じられないほど、彼の憎ぞう悪おは深い。

　あの魔女の愚かしい理由でかけられた魔法のせいで、失ったものがいったいどれほどのものか。

　自分は彼女との二百年前の時間を。笑顔だけの幸せな日々を。

　彼女はただ何も考えずに無む垢くに過ごせたはずの幼い時を、二百年という時間を、国を、民たみを、父と、母を。

　許せるはずがない。

　あの魔女が失しつ踪そうしたと聞いて自分は安あん堵どした。

　目の届かない場所に行くのならいい。それなら捨て置けるだろう。もしそうでなければ平静でいられる自信はない。たぶん今の自分ならふとした拍ひよう子しに殺してしまうだろう。そうした時の新祢の悲しそうな顔を考えるだけで胸が痛む。彼女を悲しませたいわけではないのだ。

「不思議な女だ」

　慶渦が言うと、王伊はあからさまに顔をしかめた。

「気持ちの悪いことを言わないでください」

　まさか兄も彼女に惚ほれたというのだろうか。彼女の魅み力りよくを考えればそれもいたし方のないことであるかもしれないが、そうとなればますますこの男を生かしておくわけにはいかない。

　この男を殺しても王位を継つぐ人間がいないわけではないのだ。自分が継承を放棄すれば、父王の弟が王となるだろう。

　問題はない。

「どこで見つけてきた？」

「兄上には関係のないことだ」

「そうはいくまい。私の弟のことなのだ」

「だから、気持ちの悪いことを言わないでください」

　王伊はもう一度言った。

「あなたが僕を弟と思っているだなんて」

「思っているよ。お前は私の血を分けたたった一人の弟だ」

　男の口に張り付いた笑みから漏もれてくる言葉はまるで空くう虚きよな芝居の台詞せりふだ。

　慶渦は弧こを描えがくように剣を回した。空気が変わる。これは合図だ。

「だからこそ殺したくなる」

　王伊は眼鏡めがねを取って懐に入れると、膝ひざを曲げていつでも床を蹴けれるような体勢を取った。

「室内ではお前が不利だろう」

「実戦では誰もそんな配はい慮りよはしてくれませんよ」

「なるほど頼もしい言葉だ」

　王伊は床を蹴った。

　一合、二合、と剣を合わせる。合わせるといっても王伊の剣を慶渦が受け流していっていると言った方が正しい。当然だ。彼の大剣をまともに受けていては到底もたない。王伊は受け流されてもさらにその流れを自分のものにして剣を振るう。
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　部屋の隅に飾られていた花か瓶びんが彼の剣になぎ倒されて割れた。

　確かに王伊が不利だった。室内では動きが大いに制限される。しかもここには気を失った新祢がいるのだ。部屋の惨さん状じようを見ると、彼女の周囲だけが何事もなかったかのように綺き麗れいなのは、奇き跡せきのようだった。

　長くするような戦いではない。何合目かの時に、王伊は剣を捨てた。それに虚きよをつかれた慶渦は咄とつ嗟さに弟から距離を取ろうとしたがそれよりも王伊の方が早かった。

　正確に慶渦の手首を殴って剣を落とさせ、足を払って床に組み伏した。腰こしに跨またがり両足で腰と足を固定し、右腕で顎を押さえて左手は相手の右腕を取った。この体勢になれば、右腕の力の入れようで、相手の首を絞められる。逃れようと相手が動いても、いかようにでも体勢を変えて固定できる。

　王伊は肩で息をしていた。慶渦は声を上げて笑ったが、眼鏡を取った彼の目には、兄がどういう顔をしているのかはわからなかった。

「強くなったではないか」

　幼い頃に兄とは何度か稽けい古こで剣を交まじえたが、一度も勝ったことはなかった。

「正攻法ではないですけど」

「私達の元はただの軍人だ。騎き士しではない」

　西の王族は軍人の一族と言われている。慶渦は抵抗する様子を見せなかった。それどころか面おも白しろがるように聞いてくる。

「殺さないのか？」

「殺して欲しいのですか」

　図はからずも王伊は先ほど慶渦が新祢に問うたのと同じことを聞いた。

　殺せる。今、この場でなら。どこをどう絞めれば息ができなくなるかは知っている。そう苦しませずに殺すことだってできるだろう。いや、苦しめたらいい。慶渦がそうであるのと同じように、王伊もまたこの兄を、兄として愛してなどいないのだ。

　ただ王伊はその次の瞬間の兄の言葉に怯ひるんだ。

「死んでもいい」

　彼は言った。

　ただなんでもないことを言うような声こわ音ねで、口調で。そう答えた。王伊が眉間に皺を寄せたその時だった、彼の背中に激痛が走り、それで力が緩ゆるんだ瞬間に慶渦は自由になった右手で王伊を殴り飛ばして自分の上からどけた。

　慶渦の上から転がり落ちて背を打った王伊は思わず声を上げた。肩より少し下。右腕の付け根の近くだ。触さわるとそこから何かが生はえているのがわかった。小さな剣だ。隠していたのだ。背を打った時に剣がさらに奥に食い込んだ。額ひたいに脂あぶら汗あせが出た。

　慶渦は身を起こしてその場に座った。膝を立てて頰杖をつき、面白い見み世せ物ものでも見るようにのたうち回る弟を見ている。

「王族ならこれくらいはするものだ」

　うるさい。王伊は罵ば倒とうした。きちんと言葉が出たかどうかはわからなかった。ただの呻うめき声のように聞こえたかもしれない。

「お前は甘あまいんだよ。だからつけ込まれる。私の邪じや魔まになる」

　肩が燃えるようだった。熱い。

　くそ。

「しかし」

　慶渦は両手を自分の後ろについて、天てん井じようを仰あおいだ。

「これでお前はもう私に従順なふりはしなくていいわけだ」

　自分が心の底であの西の国の王宮を嫌けん悪おしていることを、この兄に知られていないとは思ってはいなかった。

　自分さえいなければ、おそらくその強引なまでの強さでもって無む二にの王となれる男だからだ。

「自分を刺した兄を憎むのは当然だろう。もちろん実際私達の間で忍にん傷じよう沙ざ汰たが起きたなんて知られたら、我がいとしい王宮の官達は真まっ二ぷたつだろうな。お前を担かつぐ奴やつらと、私を崇すう拝はいする奴らと。動きが大きくなるだろう。今まで隠れていた奴も出てくる。そうしたら私に反対する奴らは一いち網もう打だ尽じんだ」

　西の王宮は今水面下で割れていると言っていい。横暴な第一王子に反発する人間が多いのだ。王位に興味がなさそうな第二王子は、彼らにとって格好の担ぎ手だった。正妃の息子だということも大きな理由だ。王伊にとっては、ただ面めん倒どうなだけだった。

　もっとずっと幼い頃は、兄が好きだったような気がする。

　どうだろう。よく覚えてはいないが、兄の後ろをついて回っていたような覚えがある。

　いつからだろう。

　こんなふうに、心が離れてしまったのは。

「そうすれば王宮にはお前を王にしようとする輩やからはいなくなる。母上も安心だ。お前など一人なら取るに足らないただの馬鹿だからな」

　慶渦は、今までになく穏おだやかに話していた。ぼやけた王伊の視界の中で、兄があらぬ方を見たような気がした。そちらに何があるのかはすぐにわかった。王伊はずっと気にしながら剣を振るっていたからだ。

「……不思議な女だ」

　彼がもう一度呟つぶやいた。

　王伊には自分と兄が似ているという自覚があった。それは外見的なものではなく、もっと内面的なものだ。

　冷れい淡たんで排はい他た的てき。ただ一つの護まもるべきもののために、他を切り捨てることを辞じさない性格。

　王伊の場合それは新祢で、兄の場合は西の国の民だった。

　この三国の王族というものは皆自分達は民を護るために存在するのだとする教育を受ける。幼い頃から受けてきたその教育によってそういう意識は王伊にもわずかなりとも存在するし、鳥とり代しろや広ひろ兼かねはもちろんそのように自覚しているだろう。

　ただこの兄の場合はそれがあまりに極きよく端たんだった。民を護るために一番動きやすい地位が王で、彼は王となるために他のあらゆるものを切り捨てた。母を大事にしているのは、彼を王へと押し上げる後ろ盾だてとなっているからだ。そして対立する立場となり得る弟を遠ざけた。結婚もしている。ただそれは、国民のために自分の次の、優秀な王を用意するためだ。王伊には兄が妻つまを愛しているとは到底見えなかった。まだ懐かい妊にんの兆きざしはないが、もしこのまま子供ができなければ、彼は離り縁えんして別の妻を娶めとるのかもしれない。

　ただ一つ。王族に課かせられた責せき務むをまっとうするために、彼はその他のすべてを捨てたのだ。家族の情愛も。恋も。友人も。彼の手にはおそらく、何一つとしてないだろう。

　ただ王伊は幸運だったにすぎない。

　ただ一つ護るべきものと見定めたのが、あの赤い髪の王女だった。そして彼女は、彼が他のすべてを捨てることを嫌った。

　だからかろうじて今こうして、友人を得て生きているのだ。

　慶渦は彼女を見ている。

　王伊はもう呻いていなかった。痛みはまだある。けれどそれを我慢するくらいの意地は、彼にもあった。彼は横たわったまま言った。

「あまり、見ないでください。減ります」

　慶渦は笑わなかった。

「どこで手に入れた」

「秘密ですよ」

「普通の女じゃない」

「当然でしょう。僕の恋人です」

「あの髪と眼の色は」

「秘密ですってば」

「かわいくないな」

「気持ち悪いことを言わないでください」

「本当はお前を殺すつもりだった」

　彼はなんでもないことのように言った。

　剣は肩に刺さっている。抜けば血はもっと出ただろう。刺さったままだからこれくらいの出血ですんでいるのだ。刺す場所も、もっと違えば死に近かったに違いない。

　今このくらいなら死にはしない。ただ痛いだけだ。

　かなり痛いけれど。

「僕も、あなたを殺すつもりだった」

　あの時ためらいなく首を絞めればよかったのだ。でもしなかった。

　剣を振るっている間もずっと彼女を感じていた。彼女の前で人を殺すなんてできなかった。

　きっと彼女は泣くだろう。

　それは本意ではないのだ。

「早く出て行ってください」

「ここは私の部屋だぞ」

「そうですね。じゃあ僕達が出て行きます」

　王伊は立ち上がった。慶渦が少し目を見開いた。

「痛くないのか」

「痛いに決まってるでしょう。馬鹿じゃないですか兄上」

　眼鏡をかける手が震えている。血ち塗まみれだ。本当ならこんな手で新祢を抱きたくないのだが仕方がない。彼は恋人のところに行って彼女を抱き上げた。あ、また血が出たな、と思う。貧ひん血けつかもしれない。少しくらくらする。

「私が連れて行ってやろうか」

「結構です」

　王伊はきっぱりと断った。

　彼は一度も振り返らずに部屋を出た。剣を忘れた、と出た後に思ったがもういいやと思った。

　あれは、王宮の中で鬱うつ屈くつとしたものを吐き出すようにして身につけた剣だった。重くて、相手を嬲なぶり殺すための剣だ。決して相手を簡単には死なせない。それでも負けた。だからもういいやと思った。

　いつも持ち歩くのは重かったし。彼女の側に置くには、汚れすぎている。

　もう必要ないのだ。すべて彼女が癒いやしてくれる。自分は唯一無二のものを得た。兄とは違う道を歩き始めた。

　外に出ると、日がすっかり暮れていた。外灯がついている。

　星が見えたが、月は見えなかった。

　腕の中の重みは不思議と心ここ地ちよかった。王伊は眠る彼女に額を寄せた。

　いい匂においがする。夢に見た彼女がこうして手の届くところにいるということが、たまにひどく不思議な気持ちになる。

「目が離せないな……本当に」

　輝かがやかしい赤い髪。

　きっと誰もが魅みせられてしまうのだろう。鳥代や広兼の目は節ふし穴あなだと思えてならない。こんなにも心の奥深くに入り込んで魅み惑わくしてしまう女性なのに。

　愛していますよ。小さな声でそう言うと、彼女が、少し身じろぎをして笑った気がした。
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　二人は呆然とした。

「……」

「……」

「……森、ですね」

「……森、だよなぁ」

　光に包まれて、気付いたらここにいたのだ。鬱うつ蒼そうとした樹々の茂しげるそこは、紛まぎれもなく森と呼ぶべき場所だった。

「《赤い森》でしょうか……？」

　早さ苗なえは言って手近にあった樹に触れた。

　幾分慣れ親しんだ気配がする。彼女はすぐに《赤い森》を思い浮かべたが、確信ではない。

　先ほどまで自分達がいたのは《赤い森》の下の崖だった。どうしてこんなことになったのか考えるまでもない。原因はあの土壁に描かれていた図柄だ。

「なるべく離れないで」

　広ひろ兼かねは言って早苗の手を取った。早苗は少し頰を赤くする。

「あ、はい」

　それに気付かず、広兼は森の中を睨み付けながら言った。

「声が聞こえる」

「え？」

　言われて、早苗はその時初めて気がついた。

　自分達以外誰もいないような森の中である。しかし耳を澄ませてみると、樹々のざわめきの中に微かに声が混じっているようだった。

「赤ん坊の泣き声……？」

　早苗は思わず広兼の背を見たが、彼が背負っている赤子の泣き声ではない。彼女は今もご機き嫌げんで、口から涎よだれを垂たらしていた。

「こっちだ」

　広兼は早苗の手を引いて歩きだした。

　少し歩いて、二人は声を上げた。

　塔だ。

　突然視界が開けたそこに、塔が四本ある大きな建物が現れた。壁の色は変色し、緑の植物が外壁の下の方を覆おおっている。異い様ような感じがしたのは窓がないからだ。

　二人は四人の友人から、あの春迎祭イビターの夜彼らが体験した話を聞いていた。森の中に建つ新しら祢ねの塔。

　彼女が二百年間眠った塔だ。

「広兼様、あれは……」

「あっちだ」

　広兼が早苗の手を引いた。塔から少し離れたところに小屋があった。赤ん坊の泣き声はそこから聞こえてくる。

　塔の周りは樹々がなく開けているとはいえ荒あれ放題に荒れていた。背の高い草が生え、靴くつには土がついた。どうやらこちらは背中側で、塔に入るための正式な扉は反対側にあるようだった。

　小屋はやはり塔と同じに古びていた。土で作られた壁は剝はげ落ち、窓は硝子ガラスが割れている。扉はなぜかなかった。近づくと、中から人の声が聞こえてきた。

　広兼は早苗を下がらせ、注意深く戸口を覗のぞき込こむ。中の様子を見た広兼は、顔をしかめた。

「……何やってんだお前」

　中には東の王子がいた。

　腕に泣きじゃくる赤ん坊を抱えている。彼の周囲には子供が三人いて、そのやつれ具合は育児に疲れた母親のように見えた。戸口の近くに無む残ざんな姿の扉が転がっている。誰かが蹴破ったかのようだ。

「お前こそなんだ」

　鳥とり代しろもまた戸口の広兼を見て眉間に皺を寄せる。背に赤ん坊を背負った友人の姿は、彼の目から見ても異様だ。

「というか助けろ。全然泣きやまないんだ」

「まぁ、鳥代様」

　広兼の背中からひょっこりと顔を出した早苗は目を丸くした。

「どうしてここに？」

　鳥代は救世主を見たかのように顔を輝かせた。

「早苗！　ちょうどよかった。この子をどうにかしてくれ！」

　彼は悲ひ鳴めいのように言って腕の中の赤ん坊を示した。

　赤ん坊は泣きじゃくっている。顔が真っ赤だ。早苗は慌あわてて小屋の中に入ると、鳥代の手から赤ん坊を受け取った。

「まぁ、どうしたの？　よしよし。おむつは見ましたか？」

「見た。大丈夫なようだ」

　鳥代は先日早苗が赤ん坊の世話をしていたのを見ていたので、赤ん坊が泣いた場合確かめるべき項こう目もくとしておむつを記憶していた。というか泣いた理由は明らかだった。大きな音にびっくりしたのだ。たぶん。鳥代はちらりと先ほど蹴破った扉を見た。

「じゃあお乳ちちかしら」

　早苗は身体を揺らして赤ん坊をあやそうとする。

「その子、みずをのむよ」

　声を上げたのは子供の一人だった。

　子供は三人いた。それぞれ年齢は違うようで、今喋ったのは一番幼い、まだ三つくらいの子供だった。他の二人が怯えたような顔をしているというのに、その少年だけはまっすぐに早苗を見上げて言った。

「みずをのむんだ。ぼくたちがせわをしたんだよ」

　早苗はまぁ、と言って首を傾かしげた。

「おい、この子達はなんだ」

　広兼が鳥代に聞く。

「この小屋の中に赤ん坊と一緒にいたんだ」

　鳥代はようやく泣き叫ぶ赤ん坊から解放されてほっと安堵した様子だ。

　早苗は優しく目を和やわらげると、膝を折って少年と同じ目線になった。

　彼はきらきらと輝く眼をしていた。頰は綿わた菓が子しのように柔らかそうで、きっと口を引き結んでいる。本当なら泣きそうなのをずっと我慢しているのだと早苗にはわかった。

「名な尋ひろ君ね」

　早苗はなるべく安心させるように彼の名を呼んだ。

　左手に赤ん坊を抱いたまま、右手で彼の頭を撫なでる。

「もう安心していいのよ。私達は、あなたのお母様に頼まれてあなた達を捜さがしに来たの」

　名尋は大きく目を見開いた。

「……おかあさんが？」

「そうよ」

「ほんとう？」

「本当よ」

　早苗はにっこりと笑った。

　すると見る間に名尋の目に大粒の涙がたまっていって、そこからぼろりと涙がこぼれたかと思うと、彼は大声で泣いた。それにつられたように他の二人の子供も泣きだして、さらに負けないようにか赤ん坊も声を大きくして泣いた。

「おお……」

　東の王子は耳を押さえてよろりとしながらその場を離れようとした。広兼が友人の襟えり首くびをがしりと摑んでそれを止める。

「てめぇ早苗に押し付けて逃げる気か」

「いやちょっとこの多た重じゆう奏そうは鼓こ膜まくに響ひびく……」

「一人くらいお前が引き受けろよ。あのままだと早苗が圧あつ死しする」

　言われて見てみると、三人の子供が突進してきたのか、早苗は尻しり餅もちをついてしまっていた。その胸なり膝なりにしがみついて三人の子供が号ごう泣きゆうしている。赤ん坊を抱えたまま、早苗は子供たちを宥なだめるように順番にその頭を撫でていた。

「うーん。早苗の未来が見えるようだな」

「言っておくがお前のところに子供が生まれても早苗に面倒見させたりすんなよ」

　珀はく蓮れんにまともな子育てができるとは思えない。

　もし彼らに子供が生まれた時一緒に暮らしていたら、自然と早苗が面倒を見ることになりそうである。

「どうだろう。新祢姫も大たい概がい世間知らずだし。まー早苗に頼るだろうな」

「……」
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　広兼はもう鳥代がなぜここにいたのか理解していた。

　最初から話は聞いていたのだ。王おう伊いも知っている。これは三人の王子が、三人の姫君のために立てた計画と言ってよかった。そもそも最初に広兼達が先せん遣けん隊たいとして送られた目的の中にその計画のための調査が含まれていたのだが、赤ん坊を見つけたことによって調査は延期になった。

　鳥代がここにいるのは、その調査のためだろう。

　彼は側そばに建つ古びた塔を見る。

「窓がないな」

「新祢姫に許可を取って作らせるさ。すぐ六人くらい暮らせるようになる」

「使用人は？」

「必要だったら雇やとうけど」

「早苗を使用人の代わりに使う気か」

「彼女がそう望むんじゃないかと俺は思ってるんだが」

　まぁ、そうだろうなと広兼も同意した。掃そう除じも洗せん濯たくも料理も、彼女の趣しゆ味みのようなものなのだ。実際鳥代の屋敷に滞たい在ざいしている間も、彼女はできるだけ身の回りのことは自分でやりたがっていた。

「いつ頃だ」

「一月もいらないだろう」

「じゃあその間にぱっと行って結婚式だけ挙あげてくるかな」

　広兼は嘆たん息そくした。国に帰るのを伸ばし伸ばしにはしていたが、いつまでも戻らないわけにはいかない。

「そういや、珀蓮に怒られた」

「ふうん？」

　別に珍めずらしいことではない。東の王子の恋人は、結構いつも怒っている。

「なんで早苗を国に連れて帰らないのか。彼女を恥はずかしいとでも思っているのかだと」

　言ってから広兼は少し笑った。

「衝しよう撃げき的てきな変化だな」

　広兼の記憶にある北の王女は、無ぶ礼れい者ものと人の手を払い、馬鹿じゃないの？　と心から人を卑ひ下げする高こう慢まんでいけすかない女だった。その彼女から人を心配する言葉が出てきたのだから衝撃的だ。

「そうだろう？」

　とたん鳥代が嬉うれしそうに笑った。

「謙けん虚きよになれって言われたんだが」

「どんな傲慢なことをしたんだお前」

　広兼が早苗を国に連れ帰らなかったのは他でもない、面倒だったからだ。どうせ養子の手続きが終わらないと結婚はできない。早めに帰っても四人いる兄弟と六人いる妃きさき達に囲まれるだけだしぎりぎりに戻ろうと思っていた。

　どうせ結婚式が終わればまた国を出るのだ。

「あっ」

　と突然広兼が目くじらを立てて小屋の中に突進した。彼はずかずかと早苗達に歩み寄ると、早苗の胸の部分にしがみついていた一番幼い子供を引っぺがした。

「お前今早苗の胸に手ぇ入れやがっただろ！」

　名尋はまだ乳離れができていないのだ。

「広兼様」

　早苗が困ったような声を出す。他の二人の子供はそろそろ泣きやんでいたが、赤ん坊はまだ大声を上げて泣いているし、名尋も広兼に睨み付けられてまた大声で泣き始めた。

「うるせぇ！　ガキであろうと許さん！」

　それを見て鳥代は呆あきれたようにため息をついた。

「大人気ない……」

　まったくもってその通りである。
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　扉を開けて入ってきたのは血塗れの王おう伊いを引きずった新しら祢ねだった。

「王伊!?」

　珀はく蓮れんは悲鳴を上げる。

「死んだの!?」

「まだ、生きてるよ」

　王伊は呻くように答えた。

「医者を呼んでやってくれ……。肩を刺されておる」

　自分よりもよほど背の高い王伊を肩に抱えて新祢は虫の息だ。普段なら新祢に決してそんなことはさせないであろう王伊の顔は完全に青ざめていて、額には脂汗が浮かんでいた。新祢の服にも血は染み込んでいたがそれも全部王伊の血らしい。刺さったままの剣を見て珀蓮も卒そつ倒とうしそうになったが、そこは王女としての矜きよう持じでぐっと意識を保った。

　珀蓮はすぐに菜な名なを呼んで部屋に運ばせた。泣きまくってひどい顔になった赤ん坊の母親にも湯を沸わかすよう命じる。菜名はすぐに家を飛び出して医者を呼びに行った。

　王伊は寝室のベッドの上でぐったりと横になっている。

「安心せい。これくらいでは死なぬ」

　新祢が鋏はさみで王伊の血塗れの服を切りながら言った。

「少し血が足りなくて動けなくなっておるだけじゃ。お前にはちょうどよかろう」

　昔本を読み漁あさっていた新祢の愛読書には、医学書も含まれている。しかしやはり彼女は少し青ざめていて、王伊を見る顔は辛つらそうだった。

「その状態で途中まで新祢を抱いて来たって言うの？　馬鹿じゃないの？」

　事情を聞いた珀蓮は大いに馬鹿にした。そんなの血が余計に出て貧血になるに決まっているではないか。

「だから男は馬鹿だって言うのよ」

　彼女は憤ふん慨がいしているようだった。

　その時開け放たれた窓から風が吹いてきて、部屋の隅で小さくなっていた赤ん坊の母親がはっと顔を上げた。

　彼女のその様子に一番初めに気づいたのは珀蓮だった。北の王女はあからさまに顔をしかめて女を見た。

「どうしたの？」

　珀蓮はまだ女を許していない。

「……あの子の、声が……」

　言われて、珀蓮ははっとした。

「そうよ！　赤ん坊！」

　そうだった。珀蓮はこの馬鹿女が置き去りにしたという赤ん坊を捜しに出ようとしていたのだ。一刻を争う事態だ。こんな血塗れの馬鹿に構っている暇はなかった。しかし彼女がそれ以上何か言う前に、女が突然部屋を飛び出した。

「えっ、ちょっと！」

　虚をつかれた珀蓮は慌てて自分も女を追った。

　外に出ると煌々と外灯に灯りが点っている。先ほど外套を着たままだったので、特に肌寒いとは思わなかった。

　女は狂ったかのように道を走っていた。

「ちょっと！」

　珀蓮は女を追った。女はどうやら崖の方へ向かって走っているようだ。

　その時初めて、珀蓮はどこからか赤ん坊の泣き声が聞こえることに気付いた。風に乗って、赤ん坊の泣き声が聞こえてくる。

　女はおそらくさっき、この泣き声に反応したのだ。

　しばらく走ったが、珀蓮はもううまく息ができなくなって立ち止まった。彼女はそもそも走ることがあまりないのだ。体力だってない。王女様だからだ。膝に手をつき、大きく肩で息をする。ひゅうひゅうと喉が鳴って、珀蓮は咳き込んだ。

　どうして自分がこんなに走らなくてはならないのか。

　珀蓮は一瞬わからなくなった。しゃがみこんでしまいたいが、地面に直接座るなどと、そんなはしたないことは到底できない。

　顔を上げて、珀蓮は顔をしかめた。

　赤ん坊の泣き声は今はもうはっきりと聞こえてくる。

　崖の方から歩いてくる人影がいくつかあった。女がその一団に走っていって、早さ苗なえらしき人影から何か小さなものを奪ったように見えた。女は号泣している。その周りには子供が三人いて、早苗の他には大人が二人いた。一人は広ひろ兼かねだろう。そしてもう一人が誰だかも、珀蓮にはすぐわかった。

　だから彼女は顔をしかめたのだ。

「なんであの変へん態たい王子がここにいるの」

　変態王子こと鳥とり代しろ殿でん下かは、この後麗うるわしき北の王女の御お御み足あしを揉もまされることになるのだが、余談である。







　４　世界の綺麗なものすべて







　すべては《赤い森》の魔法だったのだ。

　春迎祭イビターの夜にも王子達が体験したことだが、《赤い森》の中の時間の流れ方は外界と少し違ちがうようだ。子供達は自分達がいなくなってから何日も経たっていると聞いて驚おどろいていた。

　彼らは崖がけで遊んでいて、たまたまあの崖の模も様ように触ふれて《赤い森》に入った。突然見知らぬ場所に出てきて戻れないということに途と方ほうに暮れていたところ、小屋の中の赤ん坊を見つけて、三人で水を飲ませたりあやしたりしていたらしい。そこに塔とうの調査で《赤い森》に入っていた東の王子がやって来たのだ。

　赤ん坊の母親の処分については、鳥とり代しろの配はい慮りよで村むら長おさの判断に委ゆだねられることになった。鳥代は母親が赤ん坊を抱いて号ごう泣きゆうしているところを見ているので、そういういささか甘あまい処分になったのだ。

「きっと大丈夫ですよ」

　と早さ苗なえが言った。

　早苗がそう言うなら、と不満気だった珀はく蓮れんも同意した。

　六人はまた馬車に乗って鳥代の屋敷に帰ることになった。彼らが乗ってきた馬車と馬は村長の家で大切に保管されていた。

　王おう伊いは怪け我が人にんなので、クッションの敷しき詰つめられた馬車の中で少し上半身を起こした形で横たわっている。その向かいに座っているのは新しら祢ねだけだった。怪我人の西の王子を慮おもんぱかって、他の四人は遠えん慮りよしたのだ。

　車内の重い沈ちん黙もくを破ったのは、王伊の遠慮がちな声だった。

「……怒おこってるの？」

「別に怒ってはおらぬ」

「……」

　新祢は窓の外を見ている。王伊は途方に暮れた。

　彼女が怒っている理由は想像がついた。彼はクッションに体重を預けたまま、懇こん願がんするような顔で彼女に言った。

「話してなくてごめん」

　自分と兄の確かく執しつを彼女に話さなかったのは、彼女の悲しい顔を見たくなかったからだ。家族というものを切望していた新祢が、王伊とその家族の不和を悲しまないはずがなかった。

　いつかは話さなくてはいけないことだった。でも言い出せなかったのだ。

「ごめん」

　王伊はただ謝あやまった。

「お前はいつもそうじゃ」

　この時やっと、新祢は王伊を振り向いた。彼女の赤い眼めは燃えるように輝かがやいて王伊を睨にらみ付けている。

「妾わらわに何も話しはせぬ」

　彼女をあらゆる屈くつ託たくから遠ざけたい。それは二百年前から変わらぬ彼の意思だ。

「妾はもう子供ではない。馬ば鹿かにするのもいい加か減げんにせいよ」

「新祢を子供だなんて思ったことはないよ」

「ならばなぜ！」

　荒あららげた彼女の声さえも耳に心ここ地ちいい。

　怒いかりを露あらわにする彼女を前にして、王伊は今さらながらにその赤い眼に見み惚とれた。

　なんて綺き麗れいなのだろう。あんな眼はどこにだってない。きらきらと輝き、触れたら火傷やけどをしてしまいそうな意思に満ちている。まるで物語に出てくる魂たましいを吸い取るという石のようだ。何度見ても吸い込まれそうになる。

「君を好きだからだ」

　王伊は穏おだやかな声で言った。

　これは二百年前から二人の間で続けられた問もん答どうだった。

　王伊の意思は変わらない。

　どんな不幸や悲しみからも彼女を護まもる。甘あまくて柔やわらかくて綺麗なものだけを彼女に見せ続ける。それをどんなに新祢が拒絶しようとも、王伊はそうすることをやめようとは思わなかった。

　新祢はふいと視線を逸そらして吐はき出すように言う。

「時々お前を殴なぐり飛ばしたくなる」

「そんなことはさせない。君の手が痛くなるだけだし、君は絶対に後こう悔かいする」

「お前のそういうところが妾を苛いら立だたせるのだとわからぬのか」

「わかっていても変えられないよ。これが僕だから」

　西の王子は身体からだを起こして手を伸ばした。刺された肩かたが痛む。けれどそれを表に出さず、王伊は新祢の手を取った。

　冷たくて小さな彼女の手だ。

「君に憎にくまれてもいいと僕は思ってる」

　これは、初めて言う言葉だった。彼女に。

　二百年前から続けられたこの問答の中で、初めて告げる言葉だった。

「君に嫌きらわれてもいい。僕は君に世界の綺麗なものしか見せたくない」

　本当に、心からそう思う。

　そう、願っている。

　ずっと。二百年前から。

　彼女は、あまりにも暗い中にいすぎたのだ。広い屋敷と侍じ女じよだけを親に与えられ、本ばかりを読んでいた。

　花が綺麗だと初めて言った時の彼女の顔が忘れられない。

　彼女は、彼に会うまで自分の周囲のどんな存在にも気付かなかった。

　花の綺麗さにも。太陽の温ぬくもりにも。月の明るさにも。星の瞬またたきにも。

　まるで生まれたばかりの赤子と同じだ。

　それに気付いた時に、王伊は決めたのだ。

　純粋な彼女は、きっと汚お濁だくに対する耐たい性せいがない。だから世界の綺麗なものだけを見せるのだと。

　地中から湧わき出る水の甘い香り。寒い日の朝に葉についた露つゆ。春を告げる鳥の囀さえずりと、秋に実をつける樹々。

　頭のいい彼女が自分の意い図とに気付いてそれを拒絶しても、それを曲げようとは思わなかった。

　夏に生おい茂しげる緑。冬の夜の静かな空気。

　世界の綺麗なものすべて。

「泣かないで」

　彼は新祢の頰ほおに触れた。赤い赤い双そう眸ぼうから溢あふれ出て彼女の柔らかな頰を伝った透明の涙は、その顎あごを伝って落ちた。

「妾を泣かすのはお前だけじゃ」

「知ってる」

　彼女が自分の前でしか泣かないことは知っていた。

　ずっと昔から、彼女はそうだった。

「一つだけお願いをしてもいい？」

「なんじゃ」

「僕以外の人間の前で泣かないで」

「……」

　彼が甘えるように言うと、新祢は思いっきり眉み間けんに皺しわを寄せた。そして少し低い声で言う。

「……お前、図ずう々ずうしいと思わぬか？　妾の願いを叶かなえようともせぬくせに」

「僕以外の、特に男の前では絶対に泣いちゃ駄だ目めだよ。兄上の前でなんて絶対に駄目だ。新祢なんてきっと一口でぱくりと食べられちゃうよ」

「馬鹿を言うな。なぜ妾があの男の前で泣かねばならぬ」

「首絞しめられて泣きそうだったじゃないか」

「死ぬところだったからじゃ！」

「それでも駄目だ。絶対駄目。何があっても我が慢まんして」

「うるさいわ！　お前に干かん渉しようされることではない！」

「絶対絶対駄目だよ」

　王伊が真ま面じ目めな顔で繰り返す。新祢は大きくため息をついた。もう涙は止まっていた。

「……わかった。わかったから横になれ。痛いのであろう。無理をするな」

　西の王子の額ひたいには汗あせが浮かんでいた。心なしか顔色も悪い。彼女は自分の手を取っていた恋人の手を握にぎりなおすと、ハンカチを取り出して汗を拭ふいてやった。

　王伊は嬉うれしそうに笑うと、身体を横にした。小さく息をつく。傷口が開いたかもしれないと少し思った。

　手は繋つないだままだ。

「新祢」

「寝ろ」

　新祢はそっけなく言った。少し広いこの車内で、寝ている人間の手を握ったままというのは辛つらい体勢に違いないのに、彼女は手を繋いだままでいてくれる。それが王伊には嬉しかった。

「しばらく国には戻れない」

　彼は言った。

「たぶん、あの人は、これから自分が王になるために邪魔な者達をあぶりだして排除する。今国に戻るとそのどうしようもなくくだらないことに絶対巻き込まれる。だから国には戻らない」

　兄きよう弟だいの確執を表に出せば、おそらく兄の反対派は自分に接触してくるだろう。それは無視していればいい。きっとそのうち兄が、その迷惑な輩やからをどうにかしてくれる。

　そういう部分で、彼は兄を信頼していた。やるべきことは徹底的にやる男だ。

「実はね、鳥代は君の塔とうを調べに行っていたんだ」

　突然話が飛んだので、新祢は軽く眉間に皺を寄せた。確かになぜ突然東の王子が現れたのかには疑問を持っていたが。

「妾の塔を？」

「そうだよ。あそこに、六人で住めないかって」

「……六人で？」

　新祢は目を丸くした。

「《赤い森》で暮らすというのか」

　六人で。

「早苗達は」

「広ひろ兼かねは第六王子だ。国にいてもそんなにやることはないんだよ。国に帰ったら兄弟と妃きさき達のおもちゃにされるだけだし、早苗も義あ姉ね達が気になるみたいだし。最初に提案したのは鳥代なんだ。珀はく御ご前ぜんを思ってのことだと思うよ。君と早苗は、彼女にとってたぶん初めてできた友人だからもっと一緒にいさせてあげたかったんだろうね」

「しかし」

　住めるのだろうか。《赤い森》は時間の流れだって狂くるっているようなのに。

「もちろん調査はまだまだ必要だと思うよ。まぁ最悪あそこが無理でも、鳥代の領地のどこかに家を借りてさ」

　新祢は困こん惑わくしていた。

「そんなこと……」

　王伊は新祢の手を握っている手に少し力を入れた。強く彼女に言い聞かせるように。

「新祢。彼らは、新祢にとって大切な家族になると思うよ」

「……」

　彼女は、本当にそんなこと考えもしなかったのだろう、戸と惑まどっているようだった。目を彷徨さまよわせている。何か、そんなこと絶対に不可能な要素があるのではないかと探している。

「約束する。いつまでかはわからないけど、新祢の大切な二人の友人と、僕の……まぁまぁつきあいの長いあの二人と、六人で暮らそう。きっと楽しい。楽しみにしていいよ」

　そう言われて初めて、新祢はまっすぐに王伊の目を見返した。まだ眉間にうっすらと皺が残っているが、眼は輝いている。

「本当か？」

　まるで小さな子供が、思いもしなかった大きなプレゼントをもらった時のような、少し申し訳なさそうなその顔に、王伊は笑った。

　まったく、彼女はこういった幸福に慣れていないのだ。鳥代が珀蓮に対して考えたことは、新祢にも当てはまる。彼女にとってもあの二人は、初めてできた友人なのだ。そして王伊は、彼女が喜ぶことならなんだってしてあげたかった。

「本当だよ」

　新祢は身体を乗り出して、上から覆おおいかぶさるように王伊に抱きついた。

「……ありがとう」

　彼女は息が触れるくらいの距離で、王伊に笑いかける。

「……新祢。こんな傷の時にこの距離でその笑顔は拷ごう問もんに近いよ」

　彼は困ったように言った。

「わかってやっておるのじゃ。なんでも妾に黙だまってやりおって」

「うう」

　新祢は王伊の身体に負ふ担たんがかからないように少し身体を離して、そっと触れるくらいの接キ吻スを彼の頰に落とした。

　王伊は目を丸くする。

　彼女はもう一度笑った。

「これで我慢せい」

　そんなの無理だ。王伊は低く呻いた。
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　それなりに広い領主様の馬車は、大人おとな四人と赤ん坊一人で乗ってもそれほど窮きゆう屈くつなことはなかった。赤ん坊が泣き始めたら大変だろうが、出る前にたっぷり菜な名なの母ぼ乳にゆうをもらってきた赤子は、今は早さ苗なえの腕うでの中ですやすやと眠っている。広ひろ兼かねが買ってあげた手鏡は、彼女のおくるみの中だ。

　馬車はとっくに走りだしている。カーテンは開けられていたが、誰だれも外の景色けしきを見てはいない。

「魔法ですって？」

　珀はく蓮れんが声を上げた。

「いや、魔法かもしれない、だ。実際は調べてみないとわからないな。あんな魔法があったなんて聞いたことがない」

　鳥とり代しろが言う。あの崖にあった模様の話だった。

　同じ模様が《赤い森》の中にもあった。どうやら子供達はこれに気付かなかったらしい。ちょうど早苗と広兼が出てきたところにあった樹の根元で、それに触れると、やはり光に包まれて赤セイ穏オンの崖の前に出た。

　こんな不ふ思し議ぎは魔法としか考えられない。

「わたくしもないわ」

　魔法とは先天的に魔力を体内で精せい製せいする能力を持つ人間、つまり魔女の使う力のことである。魔女は特定の媒ばい体たいを介かいしてその魔力を体外に放出し、様さま々ざまなことを可能にする。その媒体が北の王おう妃ひの場合は鏡で、新しら祢ねの場合は薔バ薇ラだった。

「媒体は物である必要はないのかしら？」

　珀蓮が軽く首を傾かしげて言った。特定の図柄が媒体となりえるのなら、そちらの方がいいに決まっている。どんな場合でも魔法を使えるからだ。

　広兼は両手を頭の後ろで組んで天てん井じようを仰あおいだ。

「新祢姫が言うには、『物であることが望ましい』らしいな。媒体はいわば魔力を具ぐ現げん化かするための支し柱ちゆうになる。イメージの基もとになるってんだから、そりゃ模様や図形じゃイメージしにくいよなぁ」

　新祢はその例の模様を見ていない。王おう伊いが怪け我がを負い、ずっとそれについていたからだ。彼らは彼女に遠慮して馬車さえ二人に譲ゆずった。明らかに新祢は少し怒っているようだった。鳥代の屋敷に着いた時、二人が和解しているのを祈いのるばかりである。

「ただ文ぶん献けんが少ねぇんだよなぁ」

　魔女や魔法に関する本はあることにはあるが、その信頼性が低い。今となってはそれらの言葉自体がお伽とぎ話ばなしの中のものと化しているので、そうなるのも仕方がないのかもしれない。

　広兼は、早苗が自分を見ているのに気付いて笑いかけた。

「早苗が教えてくれたあの本も、少し調べなきゃな」

　織り屋で見つけた、『赤セイ穏オン史し』と書いてある本のことだ。きちんと村長に了解をとって、それは今この馬車の荷物の中にある。

　早苗は笑い返した。

「もしあの図形の魔法を応用できれば、流通に大きな革命が起きますね。商売のやり方だって大きく変わるわ」

「……わたくし、あなたが商業会社の当主だったということをこういう時にはっ、と思い出すわ」

「そう？」

　早苗は首を傾げて笑った。

「しかし、当初の問題はまったく解決しなかったわけだな」

　鳥代は渋じゆう面めんを作り、早苗の腕に抱かれてすやすやと眠る赤ん坊を見た。心なしか顔に浮き出た赤い湿しつ疹しんが薄くなっている気がする。

　そもそも赤セイ穏オンに行ったのは、この赤ん坊の母親を捜さがしてのことだったのだ。

「結局親はどこだ」

「俺達で見つけるのは絶望的だな。森の中の時間の流れが狂ってたんなら、これが捨てられてから何日も経ってる可能性の方が高い。これの親が名乗り出てくるのを待つしかないんじゃねぇか？」

「そうですね……当面の問題はこの子の食事です」

「母乳じゃないと飲まないらしいね。贅ぜい沢たくな」

「羊ひつじが駄目なんだろ？　他の動物でためしてみれば？」

「いったい乳児ってどれくらいで立ったり歩いたりするんだ」

「さぁー」

「生まれて一年くらいでしょうか」

「六人で暮らす時赤ん坊の寝る場所はどうする？」

「私の部屋で……」

「交代にしようぜそこは。俺としては頑がんとして強くそう希望する」

「まーそうなるかな、やっぱり。……俺達のところで寝かせた場合夜泣きに目を覚ますのは俺かな、やっぱり」

　後半は小声で、広兼にこそこそと言った。南の王子もこそこそと答える。

「珀蓮は目を覚ましてもお前を起こして宥なだめろとか言いそうだもんな」

「あ、それに名前を決めなくてはいけませんね」

「ちょ、ちょっと待ちなさい」

　珀蓮は慌あわてて会話を止めた。

「その赤ん坊はどこかの家庭に預ければいいのではなくて？」

　六人で暮らす云うん々ぬんの話は昨さく晩ばん聞いていた。変へん態たい王子にしては珍めずらしく悪くない考えだ。珀蓮としては早苗や新祢と一緒に暮らすことができるなら、異い存ぞんなどない。

　ただ今の会話ではまるで彼らが赤ん坊を引き取って育てるようだった。いやいやいや。そんなはずがないだろう。その必要がない。

「というか聞こえていてよ馬鹿二人」

　北の王女は馬鹿王子二人をぎろりと睨にらんだ。

　しかし早苗がきょとんとして聞き返すので、珀蓮は困惑した。

「まぁ。どうして？」

「お前ひでぇな。拾うだけ拾って捨てる気か」

「拾ったのはわたくしではなくってよ！」

　珀蓮は憤ふん慨がいした。

「ごめんね早苗。珀蓮には母性本能というものが決定的に欠けているんだ」

「お黙だまり」

　珀蓮は隣に座る東の王子の膝ひざを思い切り抓つねり上げた。

「いだだだだだだ」

「まぁそれは冗じよう談だんとしても」

　広兼がくっく、と肩を震ふるわせて笑って言った。

「他人に預けるには正体不明すぎるだろう、この赤ん坊。魔女にだって関係があるかもしれない。俺達が預かっておくのが一番安全なんだよ」

「……」

　珀蓮はまだ納得がいかないようだ。

　そもそも彼女は子供が嫌いだった。得体が知れない理解できない。可能ならば近付きたくない存在としては三本の指に入るほどだ。ただそれに加えてなんだかこの赤ん坊は気に入らなかった。理由はない。なんだか、なんとなく、そこはかとなく、気に入らないのだ。

　可能ならこれから先一生、縁を切っておきたいくらいだ。

「珀蓮、この子の名前何がいいと思う？」

　早苗が可か愛わいらしく首を傾げて聞いてくる。

　結局、こうなるのだ。

　この連中にかかったら、自分の意思など無視される。この、自分のがだ。信じられない。

「ポチでもコロでも好きにしたらいいわ！」

　珀蓮が言うと、

「いや、それはなんだかすごくひどいだろ……」

　と膝を撫なでながら東の王子が呟つぶやいた。
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　彼は疲れていた。

　先ほどまでこの部屋にあの賢けん者じやの王子がいたからだ。

　賢者の王子はなぜかその手に『赤セイ穏オン史し』を持っていた。

『これを書いたのはあなただ』

　最後のページの、著者を記した欄らんを見せられて彼は軽く目を眇すがめただけだった。覚えていないと答えたのは失敗だったかもしれない。賢者の王子はただ笑ってそうですかと言った。その本を村から持ち出すことの許可を請こわれて、了承した。

　相あい反はんする気持ちがあったからだ。

　所しよ詮せん中を見ても何もわかるまいという気持ちと、どうかすべてを見破って欲しいという気持ちと。

　罪をただひた隠かくしにしていくことに、彼は疲れ果てていた。

　彼がこの時期に体調を崩くずすのはいつものことだった。

　彼だけは、東の王子から調査隊としてやってくるのが西と南の王子だということを知らされていた。何かあった時に対処を誤あやまると困るからだ。けれど病やまいを押してその賓ひん客きやく達を歓かん待たいすることはできなかった

　まったく、身体にがたが来ている。いつ死んでもおかしくないようなのに、体調を崩しては持ち直してしつこく生きながらえている。そういう自分がたまにひどく浅ましく思えた。

　まだ未練があるというのか。この世界に。

　自分は長く生きすぎた。

　なのにまだやることがあるというのか。

　あの赤ん坊の母である女が崖のあの魔ま術じゆつ陣じんを知っていたと聞いて驚いた。自分で見つけたのか。いや、あの崖には近づいてはならないと厳しく言い渡わたしているし、背の高い草を掻かき分けないと見つけられないように隠してあるのだ。今回子供たちがあれを見つけたのは偶ぐう然ぜんだとしても、あの母親もまた赤ん坊を捨てようとして偶然あれを見つけたというのだろうか。

　体調が戻って事情を聞く時に、この部分はきちんと追つい究きゆうしなくてはならないだろうと彼は思った。

　まさか自分が使っていた時に見られていたということはないだろう。彼が最後にあれを使ったのはもう二十年ほど前の話だ。あの母親はまだ五つほどの時。可能性としては低い。

　だが、ないとも言い切れない。

　もしそうであったなら、今回の事件は自分のせいだったと言える。

　大体、あのような魔術陣など早く削けずり取ってしまえばよかったのだ。それを未練がましく隠してまで残したのは自分の不ふ手て際ぎわだ。

　過去にいつまでもしがみついていた。

　愚おろかしい行為だ。

　救いがたい。

　こう年をとって初めてわかる。自分は、若すぎたのだ。過去を捨てるには、あまりにも。

　あの賢者の王子は気付いただろうか。この村が隠してきたものに。

　おそらくすべては時間の問題なのだろう。

　いずれ何もかもが知れる。その時糾きゆう弾だんされるべき者はもうどこにもいないのだ。

《赤い森》の魔法は解とかれたという。国の調査隊はあの森に静かに建つ塔を見つけるだろう。

　二百年の時が過ぎていた。あの塔の王女はもう目覚めただろうか。確かそういう魔法だった。そして彼女にかけられた魔法で、すべてが狂った。

　すべてが狂ったのだ。

　ただ一つの懸け念ねんは、調査隊が《赤い森》で拾ったという赤ん坊のことだ。

　それはこの村で行方ゆくえ不明になった赤ん坊ではなかった。では誰が、わざわざ禁きん忌きの森に入り込んで赤ん坊を捨てるというのだろう。

　魔女の森に。

　彼の脳のう裏りにずっと焼き付いているのはあの灰はい色いろの双そう眸ぼうだ。

《赤い森》の魔女。

　美しい女。孤こ独どくという名の海にたゆたい続けている女。

　忘れられるはずがなかった。

　彼女は、どこへ行ったのだろう。

　死を、身体が拒こばんでいるのはそのせいか。

　あの人に。

　あの美しい人に。

　せめてもう一目会ってから死にたい。

　残ざん酷こくなまでに孤独で美しい、あの魔女に。

『お前があたしの眷けん属ぞくを殺したの？』

　身震いするほどのあれは恐きよう怖ふだったのか。

　自分は、きっと魔法をかけられたのだ。

　彼女の名前を知っていた。

　王女に眠りの魔法をかけた魔女。その双眸は悲しみに満ちていた。絶望に彩いろどられていた。

　荒れ果てた故こ郷きようと。

　身体を失った魔女達。

　彼女は美しかった。

　その名を呼ぶと、彼女は笑った。

『あたしをそう呼ぶ者は、もう誰もいなくなったのね』

　森となったあの美しき都に、彼女が閉じこもった理由は彼だけにわかった。

　寂さびしかったのだ。

　ずっと、寂しかった。

　部屋の扉とびらがノックされた。

「失礼します」

「どうぞ」

　部屋に入ってきたのは菜な名なだった。

　顔色がいい。目が少し腫はれているのは、昨日きのうずいぶんと泣いたからだろう。彼女の息むす子こは無事戻ってきたのだ。

「調査隊の方々を見送ってきます」

「頼む」

　彼女は笑った。この娘が、こんなふうに笑うのを見るのはずいぶんと久しぶりのような気がした。

「ありがとうございました、村長様」

「わしは何もしておらぬ」

「嘆たん願がん書しよを書いてくださいました」

「当然のことだ」

「でも、ありがとうございました」

　菜名は一礼をして、部屋を出て行った。

　彼が今のこの村に下りてきたのは二十五の時だった。あれから六十年以上の月日が過ぎているのだ。

　不思議だった。

　それでもなお、頭にこびりついて離れないものがあるのが、不思議だった。




　　葫ゆうがお。

　それは、古き魔女の名前。
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「広ひろ兼かねが戻ってくるそうよ」

「本当ですか？」

「あの可か愛わいらしいお嬢じようさんを連れて？」

「広兼が結けつ婚こんかぁ。信じられないな」

「金きん髪ぱつ碧へき眼がんなのよね。私、そんな子見るのは初めだわ」

「美人なんだろ」

「美人というより可愛いって王おう妃ひ様が」

「そうね。とても賢かしこそうな子だったわ」

「……」

「式はいつにするんだ」

「すぐにでも、と言っていたけれど」

「すぐと言っても準備があるでしょう」

「ドレスを選んだりするのよね。ああ懐なつかしいわ」

「何色のドレスがいいかしら？　春迎祭イビターの時は青いドレスだったけれど……」

「そのドレスさ、広兼が選んだって本当？」

「何っ」

「広兼様が？　本当ですか？」

「そうらしいわよ」

「まぁ……」

「衝しよう撃げき的てきだよね」

「寝ね耳みみに水だな」

「完全に用法を間ま違ちがってるね。智とも君って本当に馬バ鹿カだよねぇ」

「まぁ広ひろ信のぶ様。そこが広ひろ智とも様のいいところですわ」

「ああそうか。ごめんごめん」

「中兄上。我が妻つまから離れろ」

「その上嫉しつ妬と深いんだもん」

「そこが広智様のかわいらしいところですわ」

「はいはい。相そう思し相そう愛あいで素す晴ばらしいことです」

「広ひろ義よし様も広信様も、はやく可愛らしいお嫁よめさんを連れてきてくださいね」

「……四妃ひ殿でん下か。今はそういうお話では」

「そうね。特に広義は、そろそろ身を固めないといけないわ。あなたが結婚しないと下の子達が結婚しにくいでしょう」

「……母上」

「なんだか嫌いやな雰ふん囲い気きになってきたなぁ」

「広義様、汗あせがすごく出ているわ。大だい丈じよう夫ぶですか？」

「どうして兄上が結婚しないと僕達が結婚しづらくなるんだ」

「広智様。世の中には広智様には計はかり知れない大人おとなの事情というものがあるんですよ」

「ふーむそうか。大変だな」

「……」

「ちなみに僕にはもう約束している相手がいるからね」

「えっ！　噓うそ。そんなこと聞いてないわよ広ひろ忠ただ」

「今度紹介しますよ母さん」

「では次は広忠様かしらね」

「うーん。ますますまずい情勢になってきましたね兄上」

「中兄上は恋人がいるのではないのか」

「いつの娘のこと？」

「一昨日おとといだ」

「……」

「ああ、もう別れたよ……。思い出させないでくれ」

「広信。あまり方々に子種をまくものではありませんよ」

「……母上様……その優やさしい笑顔で子種とか言うのやめてください」

「あら、そう？」

「そういえば母上。広ひろ仁ひとから何か連絡はありませんでしたか」

「広義様……なんて強引な話題転換を……」

「さすが兄上だ。立ち直るのが早い」

「元気です、とだけ手紙が来たわ」

「兄さんが出て行ってどれくらいかな」

「三年くらいじゃない？」

「お元気かしらね」

「仁君は殺しても死なないよ」

「広仁も中兄上には言われたくないんじゃないか？」

「子供が出て行くって寂さびしいですね、二妃様」

「……べつに」

「わ、二妃様が喋しやべった」

「珍めずらしいなお母様。きちんと話を聞いていたのか」

「広兼様は結婚してもずっと王宮にいてくれるかしら」

「広兼は今だってあまり王宮にいないしね」

「お茶に誘さそってもあまり来てくれないの」

「広兼は女性が苦手ですからね。母上様達に囲まれるのが嫌なんだと思いますよ」

「まぁ。ひどいわ」

「その広兼様の心を射い止とめたという女性。早く会いたいわ！」

「そうね」

「そうですね」

「たしか東と西の王子も結婚するんだよね」

「どこまで仲がいいんだ」

「めでたいことは続くものなんだよ」

「私達の手で西や東に負けないくらい盛大な結婚式にしましょうね」

「そうね」

「そうですね」




　この本に関わったすべての方に感謝を。

　ありがとうございます。これからもよろしくお願いいたします。




著者

山咲 黒

Kuro Yamasaki




引越しました。

段ボールは近所からもらってきたので、香川のレタスとか佐賀のなすとか北海道の玉ねぎとか福岡のたけのこの段ボールに本やら衣服やらが入っています。

いったいどこから引越してきたのかわかりません。西日本の匂いはします。北海道が異色です。

よろしくお願いいたします。







イラスト

起家一子

Ichiko Okiya




７月生まれ。蟹座。Ｏ型。

うちのダックスは凶暴なので、おとなしくて可愛いコに癒されたいです。

近くに犬と猫と１日遊べる所があれば幸せなんですが……。
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